
大学院セミナー報告（20）
大学院セミナーの日時，場所，演者，タイトル，講演要旨を報告します．

第４00回松本歯科大学大学院セミナー

タイトル：脂肪細胞（幹）培養による再生医療─基礎研究および臨床応用─
演　　者：栗原　邦弘（東京慈恵会医科大学　客員教授）
日　　時：2021年10月29日㈮　16時～17時
場　　所：創立30年記念棟 3階　大会議室（常念岳）
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2021年業績目録

（2021年 1 月～2021年12月 ）

　大学院�

硬組織疾患制御再建学講座
� 硬組織形態解析学

1 ●了

論 文 発 表

Horibe K, Hara M and Nakamura H （2021） M2–
like macrophage infiltration and transforming 
growth factor–β secretion during socket healing 
process in mice. Arch Oral Biol 123：105042

Iwamoto R, Takahashi T, Yoshimi K, Imai Y, 
Koide T, Hara M, Ninomiya T, Nakamura H, 
Sa yama K and Yukita A （2021） Chemokine ligand 
28 （CCL28） negatively regulates trabecular bone 
mass by suppressing osteoblast and osteoclast ac-
tivities. J Bone Miner Metab 39：558–71

Hara M, Horibe K, Mori H and Nakamura H 
（2021） The Role of canonical Wnt signaling in den-
tin bridge formation. J Oral Biosce 63：199–209
原　美音，堀部寛治，松井龍一，小山尚人，尾﨑
友輝，村上　聡，中村浩彰，田口　明，酒井香生子，
吉成伸夫（2021）多発性骨髄腫患者における骨吸収
抑制薬関連顎骨壊死の保存的治療に成功した一例．
松本歯学 47：125–35

その他の学術著作物

宇田川信之，中村浩彰，堀部寛治（2021）歯科医
学の分野でトピックとなっている論文のレビュー．
日本骨粗鬆症学会雑誌 7：691–94

学 会 発 表

第39回日本骨代謝学会学術集会　2021年10月（神
戸）（Web開催）
両生類の長管骨に出現する破骨細胞様細胞の性
状：雪田　聡，中村浩彰

RANKL/OPG比は損傷した歯髄における破歯細胞
形成を調節する：西田大輔，荒井　敦，堀部寛治，
中道裕子，細矢明宏，中村浩彰，小林泰浩，宇田川
信之，溝口利英
第63回歯科基礎医学会学術大会　2021年10月（横
須賀）（Web開催）

RANKL/OPG比は損傷した歯髄における破歯細胞

形成を調節する：西田大輔，荒井　敦，堀部寛治，
中道裕子，細矢明宏，中村浩彰，小林泰浩，宇田川
信之，溝口利英（プログラム抄録集：p130，1–P1–
PM23）
マウスの抜歯後治癒におけるマクロファージ枯渇
の影響：堀部寛治，西田大輔，中村浩彰（プログラ
ム抄録集：p304，3–P1–P99）

日本学術振興会科学研究費による研究

中村浩彰（代表），堀部寛治，原　弥革力，雪田　
聡：マクロファージ由来骨再生因子の同定と歯槽骨
再生医療への応用（基盤研究 C）
雪田　聡（代表），中村浩彰（分担）：遺伝子改変
両生類を用いた新たな骨リモデリング機序の解析方
法の確立（基盤研究 C）
堀部寛治（代表），中村浩彰（分担）：副甲状腺ホ

ルモン関連タンパクの歯槽骨再生における役割の解
明と再生歯科治療への応用（基盤研究 C）

硬組織疾患制御再建学講座
� 硬組織機能解析学

2 ●●了

論 文 発 表

Udagawa N, Koide M, Nakamura M, Nakamichi 
Y, Yamashita T, Uehara S, Kobayashi Y, Furuya Y, 
Yasuda H, Fukuda C and Tsuda E （2021） Osteo-
clast differentiation by RANKL and OPG signaling 
pathways. J Bone Miner Metab 39：19–26. doi:10.　
1007/s00774–020–01162–6

Ono–Ohmachi A, Yamada S, Uno S, Tamai M, 
Soga K, Nakamura S, Udagawa N, Nakamichi Y, 
Koide M, Morita Y, Takano T, Itoh T, Kakuta S, 
Morimoto C, Matsuoka S, Iwakura Y, Tomura M, 
Kiyono H, Hachimura S and Nakajima–Adachi H 
（2021） Effector memory CD4＋T cells in mesenteric 
lymph nodes mediate bone loss in food–allergic en-
teropathy model mice, creating IL–4 dominance. 
Mucosal Immunol 14：1335–46. doi:10.1038/s41385–
021–00434–2

Nishida D, Arai A, Zhao L, Yang M, Nakamichi 
Y, Horibe K, Hosoya A, Kobayashi Y, Udagawa N 
and Mizoguchi T （2021） RANKL/OPG ratio regu-
lates odontoclastogenesis in damaged dental pulp. 
Sci Rep 11：4575. doi:10.1038/s41598–021–84354–y

Ishida M, Kawao N, Mizukami Y, Takafuji Y and 
Kaji H （2021） Influence of Angptl1 on osteoclast 
formation and osteoblastic phenotype in mouse 
cells. BMC Musculoskelet Disord 22：398. doi:10.　
1186/s12891–021–04278–6
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Ishida M, Kawao N, Mizukami Y, Takafuji Y and 
Kaji H （2021） Serpinb1a suppresses osteoclast for-
mation. Biochemistry and Biophysics Reports 26：
101004. doi:10.1016/j.bbrep.2021.101004

Ehara H, Tatsumi K, Takafuji Y, Kawao N, 
Ishida M, Okada K, Mackman N and Kaji H （2021） 
Role of tissue factor in delayed bone repair induced 
by diabetic state in mice. PLoS ONE 16：e0260754. 
doi:10.1371/journal.pone.0260754

Nishikawa K, Seno S, Yoshihara T, Narazaki A, 
Sugiura Y, Shimizu R, Kikuta J, Sakaguchi R, 
Suzu ki N, Takeda N, Semba H, Yamamoto M, 
Okuzaki D, Motooka D, Kobayashi Y, Suematsu M, 
Koseki H, Matsuda H, Yamamoto M, Tobita S, 
Mori Y and Ishii M （2021） Osteoclasts adapt to 
physioxia perturbation through DNA demethyl-
ation. EMBO Rep 22：e53035. doi:10.15252/embr.　
202153035

Zhao L, Ito S, Arai A, Udagawa N, Horibe K, 
Hara M, Nishida D, Hosoya A, Masuko R, Okabe K, 
Shin M, Li X, Matsuo K, Abe S, Matsunaga S, 
Kobayashi Y, Kagami H and Mizoguchi T （2021） 
Odontoblast death drives cell–rich zone–derived 
dental tissue regeneration. Bone 150：116010. doi:　
10.1016/j.bone.2021.116010
岡添　忍，中村浩志，中村美どり，桒原康生，加藤
那奈，森山敬太，正村正仁，大須賀直人（2021）上
顎前歯部に 3本の過剰歯を認めた 1例．松本歯学　
47：39–47

招 待 講 演

Bone biology forum（第17回）　2021年 9 月
セッションⅡ　骨吸収と骨形成におけるWntシグ

ナルの役割：小林泰浩（第17回 Bone biology forum
プログラム：p7）
日本骨代謝学会学術集会（第39回）　2021年10月
第39回日本骨代謝学会学術集会　シンポジウム 5

「Wntの基礎から臨床応用まで：2021 Update」骨リ
モデリングとWntシグナル：小林泰浩（第39回日本
骨代謝学会学術集会プログラム抄録集：p41）

学 会 発 表

日本小児歯科学会全国大会（第59回）　2021年 6 月
上顎前歯部に 3歯の過剰歯がみられた 1例：岡添　
忍，中村浩志，中村美どり，桒原康生，森山敬太，
正村正仁，大須賀直人（小児歯科学雑誌 59（suppl–2）：
p148）
松本歯科大学学会（第91回）　2021年 7 月
Macrophages promote bone regeneration through 

the activation of LepR （+） cells：何　治鋒，溝口

利英，平賀　徹，村上康平，中道裕子，山下照仁，
小出雅則，宇田川信之，小林泰浩（松本歯学 47：
p189–90，一般演題 8）
細胞老化の骨芽細胞分化に対する影響：松井龍一，
石田昌義，上原俊介，宇田川信之，吉成伸夫，小林
泰浩（松本歯学 47：p192–3，一般演題13）
日本骨代謝学会学術集会（第39回）　2021年10月
RANKL/OPG比は損傷した歯髄における破歯細胞
形成を調節する：西田大輔，荒井　敦，堀部寛治，
中道裕子，細矢明宏，中村浩彰，小林泰浩，宇田川
信之，溝口利英（第39回日本骨代謝学会学術集会プ
ログラム抄録集：p141，代5–08）
マクロファージは LepR陽性細胞を活性化し骨再

生を促進する：何　治鋒，溝口利英，平賀　徹，村上
康平，中道裕子，山下照仁，小出雅則，宇田川信之，
小林泰浩（第39回日本骨代謝学会学術集会プログラ
ム抄録集：p145，代8–04）

RANKL/OPG比は損傷した歯髄における破歯細胞
形成を調節する：西田大輔，荒井　敦，堀部寛治，
中道裕子，細矢明宏，中村浩彰，小林泰浩，宇田川
信之（第63回歯科基礎学会学術大会抄録集 J Oral 
Biosci Suppl：p130，1–P1–PM23）
松本歯科大学学会（第92回）　2021年11月
骨芽細胞の性差に関与する遺伝子の網羅的解析と

Serpina3nの役割：石田昌義（松本歯学 47：p205，
一般演題11）
第40回日本歯科医学教育学会総会および学術大会　
2021年11月（東京）（Web開催）
松本歯科大学歯学部学生へのインプラント埋入実
習の効果 Effect of Implant Practice for undergrad-
uate students at Matsumoto Dental University：
冨士岳志，齋藤安奈，蓜島弘之，宇田川信之

日本学術振興会科学研究費補助金による研究

青木和広，林　智広，秋吉一成，本間　雅，宇田川
信之：骨形成を促進する RANKL逆シグナルスイッ
チの最適化から新規骨形成促進薬開発へ（基盤研究
A）
齋藤直人，手嶋勝弥，宇田川信之，湯田坂雅子，
佐藤義倫：癌転移骨環境を空間的・時間的に制御す
る生体活性付加カーボンの開発と安全性評価（基盤
研究 A）
宇田川信之，小出雅則，小林泰浩，中道裕子，中村
美どり，山下照仁，上原俊介：歯槽骨再生を目指し
た RANKL–Siglec–15シグナル分子基盤の解明（基
盤研究 B）
中道裕子，宇田川信之，堀部寛治，岩本莉奈：遺
伝子発現オン・オフゲノム編集統合的スクリーニン
グを用いた骨再生制御因子の同定（基盤研究 B）
吉田明弘，宇田川信之，吉成伸夫，阪本泰光，三好
智博，高橋晋平：ロイコトキシン─受容体相互作用
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Ishida M, Kawao N, Mizukami Y, Takafuji Y and 
Kaji H （2021） Serpinb1a suppresses osteoclast for-
mation. Biochemistry and Biophysics Reports 26：
101004. doi:10.1016/j.bbrep.2021.101004

Ehara H, Tatsumi K, Takafuji Y, Kawao N, 
Ishida M, Okada K, Mackman N and Kaji H （2021） 
Role of tissue factor in delayed bone repair induced 
by diabetic state in mice. PLoS ONE 16：e0260754. 
doi:10.1371/journal.pone.0260754

Nishikawa K, Seno S, Yoshihara T, Narazaki A, 
Sugiura Y, Shimizu R, Kikuta J, Sakaguchi R, 
Suzu ki N, Takeda N, Semba H, Yamamoto M, 
Okuzaki D, Motooka D, Kobayashi Y, Suematsu M, 
Koseki H, Matsuda H, Yamamoto M, Tobita S, 
Mori Y and Ishii M （2021） Osteoclasts adapt to 
physioxia perturbation through DNA demethyl-
ation. EMBO Rep 22：e53035. doi:10.15252/embr.　
202153035

Zhao L, Ito S, Arai A, Udagawa N, Horibe K, 
Hara M, Nishida D, Hosoya A, Masuko R, Okabe K, 
Shin M, Li X, Matsuo K, Abe S, Matsunaga S, 
Kobayashi Y, Kagami H and Mizoguchi T （2021） 
Odontoblast death drives cell–rich zone–derived 
dental tissue regeneration. Bone 150：116010. doi:　
10.1016/j.bone.2021.116010
岡添　忍，中村浩志，中村美どり，桒原康生，加藤
那奈，森山敬太，正村正仁，大須賀直人（2021）上
顎前歯部に 3本の過剰歯を認めた 1例．松本歯学　
47：39–47

招 待 講 演

Bone biology forum（第17回）　2021年 9 月
セッションⅡ　骨吸収と骨形成におけるWntシグ
ナルの役割：小林泰浩（第17回 Bone biology forum
プログラム：p7）
日本骨代謝学会学術集会（第39回）　2021年10月
第39回日本骨代謝学会学術集会　シンポジウム 5

「Wntの基礎から臨床応用まで：2021 Update」骨リ
モデリングとWntシグナル：小林泰浩（第39回日本
骨代謝学会学術集会プログラム抄録集：p41）

学 会 発 表

日本小児歯科学会全国大会（第59回）　2021年 6 月
上顎前歯部に 3歯の過剰歯がみられた 1例：岡添　
忍，中村浩志，中村美どり，桒原康生，森山敬太，
正村正仁，大須賀直人（小児歯科学雑誌 59（suppl–2）：
p148）
松本歯科大学学会（第91回）　2021年 7 月
Macrophages promote bone regeneration through 

the activation of LepR （+） cells：何　治鋒，溝口

利英，平賀　徹，村上康平，中道裕子，山下照仁，
小出雅則，宇田川信之，小林泰浩（松本歯学 47：
p189–90，一般演題 8）
細胞老化の骨芽細胞分化に対する影響：松井龍一，
石田昌義，上原俊介，宇田川信之，吉成伸夫，小林
泰浩（松本歯学 47：p192–3，一般演題13）
日本骨代謝学会学術集会（第39回）　2021年10月
RANKL/OPG比は損傷した歯髄における破歯細胞
形成を調節する：西田大輔，荒井　敦，堀部寛治，
中道裕子，細矢明宏，中村浩彰，小林泰浩，宇田川
信之，溝口利英（第39回日本骨代謝学会学術集会プ
ログラム抄録集：p141，代5–08）
マクロファージは LepR陽性細胞を活性化し骨再

生を促進する：何　治鋒，溝口利英，平賀　徹，村上
康平，中道裕子，山下照仁，小出雅則，宇田川信之，
小林泰浩（第39回日本骨代謝学会学術集会プログラ
ム抄録集：p145，代8–04）

RANKL/OPG比は損傷した歯髄における破歯細胞
形成を調節する：西田大輔，荒井　敦，堀部寛治，
中道裕子，細矢明宏，中村浩彰，小林泰浩，宇田川
信之（第63回歯科基礎学会学術大会抄録集 J Oral 
Biosci Suppl：p130，1–P1–PM23）
松本歯科大学学会（第92回）　2021年11月
骨芽細胞の性差に関与する遺伝子の網羅的解析と

Serpina3nの役割：石田昌義（松本歯学 47：p205，
一般演題11）
第40回日本歯科医学教育学会総会および学術大会　
2021年11月（東京）（Web開催）
松本歯科大学歯学部学生へのインプラント埋入実
習の効果 Effect of Implant Practice for undergrad-
uate students at Matsumoto Dental University：
冨士岳志，齋藤安奈，蓜島弘之，宇田川信之

日本学術振興会科学研究費補助金による研究

青木和広，林　智広，秋吉一成，本間　雅，宇田川
信之：骨形成を促進する RANKL逆シグナルスイッ
チの最適化から新規骨形成促進薬開発へ（基盤研究
A）
齋藤直人，手嶋勝弥，宇田川信之，湯田坂雅子，
佐藤義倫：癌転移骨環境を空間的・時間的に制御す
る生体活性付加カーボンの開発と安全性評価（基盤
研究 A）
宇田川信之，小出雅則，小林泰浩，中道裕子，中村
美どり，山下照仁，上原俊介：歯槽骨再生を目指し
た RANKL–Siglec–15シグナル分子基盤の解明（基
盤研究 B）
中道裕子，宇田川信之，堀部寛治，岩本莉奈：遺
伝子発現オン・オフゲノム編集統合的スクリーニン
グを用いた骨再生制御因子の同定（基盤研究 B）
吉田明弘，宇田川信之，吉成伸夫，阪本泰光，三好
智博，高橋晋平：ロイコトキシン─受容体相互作用
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に関する分子基盤の解明と新規歯周炎ワクチンの開
発（基盤研究 B）
中道裕子，宇田川信之，堀部寛治，岩本莉奈：高
感度レポーターシステムとプロテオゲノミクスによ
る代謝性骨疾患治療標的分子の同定（国際共同研究
加速基金（国際共同研究強化 B））
中村美どり，中村浩志，宇田川信之，大須賀直人，
山下照仁，上原俊介：成長発育過程における骨形成
抑制因子スクレロスチンの役割の解明（基盤研究 C）
上原俊介，小林泰浩：プロテインキナーゼ N3によ

る破骨細胞機能制御機構の解明とその臨床応用（基
盤研究 C）
石田昌義：雌特異的な骨芽細胞における性差シグ
ナル系の解明と骨粗鬆症治療法への応用（基盤研究
C）
吉成伸夫，尾﨑友輝，石原裕一，田口　明，宇田川
信之：老化制御による歯周病・動脈硬化症関連性へ
の分子基盤の解明（基盤研究 C）
平賀　徹，山下照仁，小出雅則：骨特異的Wntシ

グナル阻害分子スクレロスチンの臓器選択的がん転
移に対する制御機構（基盤研究 C）
石原裕一，小出雅則，吉成伸夫，中本哲自，田口　
明：血清中 IL–1受容体補助タンパク濃度を用いた新
規歯周病マーカーの開発（基盤研究 C）
北川教弘，岡　千緒，別所康全，山下照仁：破骨
細胞における DAP12を介した ITAMシグナル経路
を制御する分子機構の解明（基盤研究 C）
小林泰浩，小出雅則，村上康平，上原俊介：幹細

胞の分化を司る組織常在型M3マクロファージとそ
のマスター転写因子の同定（挑戦的研究（開拓））
宇田川信之，小出雅則，中道裕子，中村美どり，

山下照仁，上原俊介：骨・循環器・消化器における
オステオプロテゲリンの知られざるネットワーク機
構の解明（挑戦的研究（萌芽））
中道裕子，堀部寛治，岩本莉奈，宇田川信之：

Wntシグナル活性を指標としたプロテオゲノミクス
探索解析による骨形成促進薬の開発（挑戦的研究（萌
芽））
小出雅則，小林泰浩，山下照仁，村上康平，尾﨑
友輝：骨代謝─脱共役機構の統合的解明を起点にし
た新たな骨および歯周疾患治療薬の開発（挑戦的研
究（萌芽））

その他の研究助成

宇田川信之，中道裕子：メタボリック症候群治療
を目指したビタミン DとWnt伝達機構に関する基
礎的研究（中外製薬，研究活動の支援）

硬組織疾患制御再建学講座
� 硬組織発生・再生工学

3 ●了

論 文 発 表

Li N, Chen K, Dong H, Yang J, Yoshizawa M, 
Kagami H and Li X （2021） Alliin inhibits adipocyte 
differentiation by down–regulating Akt expression: 
implication for metabolic disease. Exp Ther Med　
21：563. doi:10.3892/etm.2021.9995

Matsumura N, Li X, Uchikawa KE, Li N, Dong 
H, Chen K, Yoshizawa M and Kagami H （2021） 
Tissue engineering with compact bone–derived 
cell–spheroids enables bone formation around 
transplanted tooth. Tissue Eng Regen Med, in 
press
北谷（内川）恵里，松村奈穂美，佐藤　工，齋藤
安奈，中山洋子，李　憲起，各務秀明，芳澤享子，
栗原祐史（2022）松本歯科大学病院口腔外科におけ
る過去 3年間の外来および入院患者の臨床統計的観
察．松本歯学，印刷中

学 会 発 表

第39回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会　2021年
1 月（WEB開催）
当科で外科療法をおこなった舌扁平上皮癌の治療
成績：船山昭典，三上俊彦，新美奏恵，芳澤享子，
小林正治（プログラム抄録集：p84，P01–04）
第75回日本口腔科学会学術集会　2021年 5 月（大
阪）（オンデマンドWEB開催）
歯冠─歯根発育段階早期歯の移植に関する検討：
内川恵里，李　憲起，芳澤享子，各務秀明（プログ
ラム抄録集：p206，P–症例–29）
第91回松本歯科大学学会（総会）　2021年 7 月（塩
尻）
自家歯牙移植歯に対するニシカキャナルシーラー

BG®を用いた根管充填の臨床的応用：水谷梨沙，森川
雅己，三好弥恵，岩﨑拓也，芳澤享子，増田宜子
第31回日本口腔内科学会，第34回日本口腔診断学
会　2021年 9 月（大阪）（ハイブリッド開催）
当科における過去20年間の口腔がん初診患者の臨
床的検討：船山昭典，三上俊彦，新美奏恵，齋藤
大輔，野澤　舞，芳澤享子，小林正治
第64回 NPO法人日本口腔科学会中部地方部会　

2021年10月（オンデマンドWEB開催）
皮質骨由来細胞スフェロイドは移植歯周囲への骨

形成を促進する：松村奈穂美，李　憲起，北谷（内川）
恵里，董　宏偉，芳澤享子，栗原祐史，各務秀明（プ
ログラム抄録集：p35，28）
日本歯科保存学会2021年度秋季学術大会（第155回）　
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2021年10月（オンライン開催）
ニシカキャナルシーラーBG®にて根管充填を行っ
た自家歯牙移植歯に関する臨床的検討：森川雅己，
水谷梨沙，三好弥恵，岩﨑拓也，芳澤享子，増田宜子
第66回（公社）日本口腔外科学会総会・学術大会　
2021年11月（幕張）
シンポジウム 8「外来口腔外科手術」　歯の移植の
可能性と限界：芳澤享子（SY8–3）
皮質骨由来間葉系間質細胞による自発的スフェロ
イドの特性と骨再生治療への応用：李　憲起，董　
宏偉，松村奈穂美，芳澤享子，各務秀明（P01–05）
舌縁部に発生したHobnail hemangiomaの 1例：

北谷（内川）恵里，松村奈穂美，佐藤　工，齋藤安奈，
中山洋子，各務秀明，芳澤享子（P37–01）
第21回長野県歯科口腔外科協議会　2021年11月（松
本）
当院における過去 5年間の顎矯正手術の臨床的検
討と今後の展望：佐藤　工，内川恵里，齋藤安奈，
芳澤享子，栗原祐史
骨形成不全症を伴った下顎前突症患者に対し上下
顎骨形成術を施行した 1例：佐藤　工，内川恵里，
齋藤安奈，芳澤享子，栗原祐史

日本学術振興会科学研究費補助金による研究

芳澤享子（代表）：歯と歯周組織同時再生治療の臨
床応用への発展─歯の幹細胞の可能性─（基盤研究
C）
芳澤享子（分担）：新たな凍結保存歯移植法の開発
─骨髄間葉系幹細胞培養上清を応用する─（基盤研
究 C）

硬組織疾患制御再建学講座
� 遺伝子工学・分子創薬学

4 ●了

著 書

荒　敏昭（2021）歯学生のための統計学入門，改
訂版，MDU出版会，長野

論 文 発 表

Innami M, Okumura M, Otogoto J, Kondo E, 
Sogawa N, Niwa M, Ogasawara T and Tomida M 
（2021） Effect of Tongu and Lip Motor Training for 
Cognitive Function in Older People: – The Rela-
tionship of Pral Function and Cognitive Function. 
J Med–Clin Res & Rev 5⎝7⎠：1–8
王　宝禮，牧田佳真，大草亘孝，益野一哉，今村
泰弘（2021）栄養機能食品〝プロライン ･ウィズ ･
デンタル〟によるヒト骨芽細胞性細胞（Saos–2）の

骨形成能および抗炎症作用に関する研究．診療と新
薬 58：325–9

Wang P–L, Makita Y, Masuno K, Okusa N, Fuji-
wara S and Imamura Y （2021） Anti–inflammatory 
effect and bone–induction ability of Hainosankyuto 
in human osteosarcoma cell line Saos–2. Tradit 
Kampo Med 8⎝2⎠：170–5. doi:https://doi.org/10.　
1002/tkm2.1287

Oh H, Makita Y, Okusa N, Masuno K and Ima-
mura Y （2021） Bone–forming ability and anti–in-
flammatory effect of the nutritional functional food 
“Osteo AG” studied in human osteoblastic osteosar-
coma cells （Saos–2）. Oral Ther Pharmacol 40⎝3⎠：
65–71

学 会 発 表

第94回日本薬理学会年会　2021年 3 月（札幌）（ハ
イブリッド開催）

Astrocyte–microglia interaction promotes rote-
none–induced dopaminergic neurotoxicity: Miya-
zaki I, Kikuoka R, Isooka N, Murakami S, Sogawa 
C, Sogawa N, Kitamura Y and Asanuma M（第94
回日本薬理学会年会抄録集：1–P1–26）
第62回日本神経学会学術大会　2021年 5 月（京都）

（ハイブリッド開催）
Rotenone–induced dopaminergic neurotoxicity 

mediated by astrocyte–microglia interaction: Miya-
zaki I, Kikuoka R, Isooka N, Murakami S, Sogawa 
C, Sogawa N, Kitamura Y and Asanuma M（Pe–01–
9）
第15回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス

（MDSJ）　2021年 7 月（仙台）（ハイブリッド開催）
中脳グリア細胞を介したロテノン誘発ドパミン神
経特異的神経障害とそのメカニズムに関する検討：
宮崎育子，菊岡　亮，磯岡奈未，村上真樹，十川千春，
十川紀夫，北村佳久，浅沼幹人（P–61）
第43回日本生物学的精神医学会・第51回日本神経
精神薬理学会合同年会　2021年 7 月（京都）（ハイブ
リッド開催）
アストロサイト─ミクログリア連関がもたらす農
薬ロテノン誘発ドパミン神経障害：宮崎育子，菊岡　
亮，磯岡奈未，村上真樹，十川千春，十川紀夫，北村
佳久，浅沼幹人（P1–16）
第29回硬組織再生生物学会　2021年 8 月（岡山）

（WEB開催）
卵巣摘出骨粗しょう症モデルにおける骨内メタロ
チオネイン発現の検討：十川千春，池亀美華，宮崎
育子，浅沼幹人，十川紀夫
第63回歯科基礎医学会学術大会　2021年10月（横
浜）（WEB開催）
メタロチオネイン–1，2欠損マウスの味覚嗜好性の
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2021年10月（オンライン開催）
ニシカキャナルシーラーBG®にて根管充填を行っ
た自家歯牙移植歯に関する臨床的検討：森川雅己，
水谷梨沙，三好弥恵，岩﨑拓也，芳澤享子，増田宜子
第66回（公社）日本口腔外科学会総会・学術大会　
2021年11月（幕張）
シンポジウム 8「外来口腔外科手術」　歯の移植の
可能性と限界：芳澤享子（SY8–3）
皮質骨由来間葉系間質細胞による自発的スフェロ
イドの特性と骨再生治療への応用：李　憲起，董　
宏偉，松村奈穂美，芳澤享子，各務秀明（P01–05）
舌縁部に発生したHobnail hemangiomaの 1例：

北谷（内川）恵里，松村奈穂美，佐藤　工，齋藤安奈，
中山洋子，各務秀明，芳澤享子（P37–01）
第21回長野県歯科口腔外科協議会　2021年11月（松
本）
当院における過去 5年間の顎矯正手術の臨床的検
討と今後の展望：佐藤　工，内川恵里，齋藤安奈，
芳澤享子，栗原祐史
骨形成不全症を伴った下顎前突症患者に対し上下
顎骨形成術を施行した 1例：佐藤　工，内川恵里，
齋藤安奈，芳澤享子，栗原祐史

日本学術振興会科学研究費補助金による研究

芳澤享子（代表）：歯と歯周組織同時再生治療の臨
床応用への発展─歯の幹細胞の可能性─（基盤研究
C）
芳澤享子（分担）：新たな凍結保存歯移植法の開発
─骨髄間葉系幹細胞培養上清を応用する─（基盤研
究 C）

硬組織疾患制御再建学講座
� 遺伝子工学・分子創薬学

4 ●了

著 書

荒　敏昭（2021）歯学生のための統計学入門，改
訂版，MDU出版会，長野

論 文 発 表

Innami M, Okumura M, Otogoto J, Kondo E, 
Sogawa N, Niwa M, Ogasawara T and Tomida M 
（2021） Effect of Tongu and Lip Motor Training for 
Cognitive Function in Older People: – The Rela-
tionship of Pral Function and Cognitive Function. 
J Med–Clin Res & Rev 5⎝7⎠：1–8
王　宝禮，牧田佳真，大草亘孝，益野一哉，今村
泰弘（2021）栄養機能食品〝プロライン ･ウィズ ･
デンタル〟によるヒト骨芽細胞性細胞（Saos–2）の

骨形成能および抗炎症作用に関する研究．診療と新
薬 58：325–9

Wang P–L, Makita Y, Masuno K, Okusa N, Fuji-
wara S and Imamura Y （2021） Anti–inflammatory 
effect and bone–induction ability of Hainosankyuto 
in human osteosarcoma cell line Saos–2. Tradit 
Kampo Med 8⎝2⎠：170–5. doi:https://doi.org/10.　
1002/tkm2.1287

Oh H, Makita Y, Okusa N, Masuno K and Ima-
mura Y （2021） Bone–forming ability and anti–in-
flammatory effect of the nutritional functional food 
“Osteo AG” studied in human osteoblastic osteosar-
coma cells （Saos–2）. Oral Ther Pharmacol 40⎝3⎠：
65–71

学 会 発 表

第94回日本薬理学会年会　2021年 3 月（札幌）（ハ
イブリッド開催）

Astrocyte–microglia interaction promotes rote-
none–induced dopaminergic neurotoxicity: Miya-
zaki I, Kikuoka R, Isooka N, Murakami S, Sogawa 
C, Sogawa N, Kitamura Y and Asanuma M（第94
回日本薬理学会年会抄録集：1–P1–26）
第62回日本神経学会学術大会　2021年 5 月（京都）

（ハイブリッド開催）
Rotenone–induced dopaminergic neurotoxicity 

mediated by astrocyte–microglia interaction: Miya-
zaki I, Kikuoka R, Isooka N, Murakami S, Sogawa 
C, Sogawa N, Kitamura Y and Asanuma M（Pe–01–
9）
第15回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス

（MDSJ）　2021年 7 月（仙台）（ハイブリッド開催）
中脳グリア細胞を介したロテノン誘発ドパミン神
経特異的神経障害とそのメカニズムに関する検討：
宮崎育子，菊岡　亮，磯岡奈未，村上真樹，十川千春，
十川紀夫，北村佳久，浅沼幹人（P–61）
第43回日本生物学的精神医学会・第51回日本神経
精神薬理学会合同年会　2021年 7 月（京都）（ハイブ
リッド開催）
アストロサイト─ミクログリア連関がもたらす農
薬ロテノン誘発ドパミン神経障害：宮崎育子，菊岡　
亮，磯岡奈未，村上真樹，十川千春，十川紀夫，北村
佳久，浅沼幹人（P1–16）
第29回硬組織再生生物学会　2021年 8 月（岡山）

（WEB開催）
卵巣摘出骨粗しょう症モデルにおける骨内メタロ
チオネイン発現の検討：十川千春，池亀美華，宮崎
育子，浅沼幹人，十川紀夫
第63回歯科基礎医学会学術大会　2021年10月（横
浜）（WEB開催）
メタロチオネイン–1，2欠損マウスの味覚嗜好性の
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変化：保浦七愛，乾　賢，蘇　韶懿，吉澤知彦，十川
紀夫，舩橋　誠（J Oral Biosci Suppl 2021：267，
2–P2–P62）
メタルバイオサイエンス研究会2021　2021年10月

（横浜）（ハイブリッド開催）
LPS投与による機械的刺激反応閾値低下における
金属結合タンパク質メタロチオネインの関与：十川
紀夫，奥村雅代，宮崎育子，富田美穂子，金銅英二，
十川千春，浅沼幹人（The Japanese Society of Toxi-
cology 8 巻 Supplement 2021，p107，P–24）
アストロサイト─ミクログリア連関を介したロテ
ノン誘発ドパミン神経障害へのメタロチオネインの
関与：宮崎育子，菊岡　亮，磯岡奈未，村上真樹，
十川千春，十川紀夫，北村佳久，浅沼幹人（The 
Japanese Society of Toxicology 8 巻 Supplement 
2021，p65，O–4）
メタロチオネイン欠損マウスにおける脳梁形成不

全：正井加織，菊岡　亮，名越　武，十川千春，十川
紀夫，宮崎育子，浅沼幹人（The Japanese Society 
of Toxicology 8 巻 Supplement 2021，p108，P–25）
第92回松本歯科大学学会（総会）　2021年11月（塩
尻）
学生実習（局所麻酔薬）をコンピューターシミュ
レーションで行うための内部ロジックの構築：荒　
敏昭，十川紀夫
第64回春季日本歯周病学会学術大会　2021年 5 ～
6 月（盛岡）（WEB開催）
柿渋ジェルの口腔病原性微生物に対する抗菌活

性：倉　知子，益野一哉，佐藤哲夫，板井丈治，原山
周一郎，今村泰弘，王　宝禮（第64回春季日本歯周
病学会学術大会プログラムおよび演題抄録集：p97）
第36回日本耳鼻咽喉科漢方研究会学術集会　2021
年10月（東京）（WEB開催）
抜歯後に対する排膿散及湯の有効性：王　宝禮，
原山周一郎，益野一哉，大草亘孝，今村泰弘（第36
回日本耳鼻咽喉科漢方研究会学術集会講演要旨集：
p32）

日本学術振興会科学研究費補助金による研究

十川紀夫（代表）：光遺伝学を利用した金属結合タ
ンパク質の発現制御による口腔癌治療の基盤構築（基
盤研究 C［分担：今村泰弘，十川千春，荒　敏昭，
宮崎育子，村上　聡］）
今村泰弘（代表）：唾液蛋白質によるステロイド薬
の副作用軽減とウイルス誘発性炎症の抑制機構解明
（基盤研究 C［分担：三好智博，雪田　聡，十川紀夫］）

硬組織疾患制御再建学講座
� 硬組織疾患病態解析学

5 ●●了

著 書

長谷川博雅（2021）新口腔病理学（分担執筆：第
5章　根尖性歯周組織疾患），第 3版，医歯薬出版，
東京
村上　聡（2021）実習　病理学・口腔病理学（分
担執筆），第 1版，わかば出版，東京

論 文 発 表

Baba S, Akashi T, Kayamori K, Ohuchi T, 
O gawa I, Kubota N, Nakano K, Nagatsuka H, 
Hasegawa H, Matsuzaka K, Tomii S, Uchida K, 
Katsuta N, Sekiya T, Ando N, Miura K, Ishibashi 
H, Ariizumi Y, Asakage T, Michi Y, Harada H, 
Sakamoto K, Eishi Y, Okubo K and Ikeda T （2021） 
Homeobox transcription factor engrailed homeobox 
1 is a possible diagnostic marker for adenoid cystic 
carcinoma and polymorphous adenocarcinoma. 
Pathol Int 71：113–23

Roy RR, Shimada K, Murakami S and Hasegawa 
H （2021） Contribution of transglutaminases and 
their substrate proteins to the formation of corni-
fied cell envelope in oral mucosal epithelium. Eur 
J Oral Sci 129：e12760

Nogami A, Saito S, Hasegawa H, Yoneda M, 
Hara da K and Fujikawa H （2021） Lymphoepitheli-
oma–like cholangiocarcinoma with Epstein–Barr 
virus infection treated by radiofrequency ablation. 
Clin J Gastroenterol 14：638–44
落合隆永，嶋田勝光，中尾寿奈，江原道子，永山
元彦，長谷川博雅 （2021）口腔病変における液状化
検体細胞診の有用性．日口診誌 34：95–100

Matsuoka S, Hasegawa H, Koike S, Koyama T, 
Takeda T, Miura K, Eguchi T, Hamanaka K, Kito 
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メタゲノム解析を応用した心臓弁膜症の病態の解明
と有効な周術期口腔機能管理法の確立（基盤研究 C）
堀部寛治（代表），中村浩彰，平賀　徹，田所　治，
奥村雅代：副甲状腺ホルモン関連タンパクの歯槽骨
再生における役割の解明と再生歯科治療への応用（基
盤研究 C）
平賀　徹（代表），小出雅則，山下照仁：骨特異的

Wntシグナル阻害分子スクレロスチンの臓器選択的
がん転移に対する制御機構（基盤研究 C）
岩崎泰彦（代表），平賀　徹（分担），遊佐真一：
マクロファージを担体とした腫瘍標的薬剤輸送（挑
戦的研究（萌芽））

硬組織疾患制御再建学講座
� 生体材料学

6 ●了

著 書
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Binderʼs syndrome患者の鼻低形成に対し，成長
期に肋軟骨移植を行った 1例：村岡理奈，倉科勇太，
羽鳥　遼，中野翔太郎，津村智信，影山　徹，岡藤
範正（日本顎変形症学会雑誌 31⎝2⎠：P134）
第36回甲北信越矯正歯科学会学術大会　2021年 6
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前歯部唇側傾斜を伴う Angle ClassⅡ症例：西村

恵子，川原良美，岡藤範正，影山　徹（第36回甲北
信越矯正歯科学会学術大会プログラム・抄録集：
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上下顎前歯部叢生を伴う Angle Class II subdivi-
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（甲北信越矯正歯科学会雑誌 29⎝1⎠：P59）
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達夫，森　啓，吉成伸夫
第32回日本老年学会総会・学術大会　2021年 6 月

（Web開催）
高齢者の歯槽骨吸収率と総頸動脈分岐部石灰化と

の関連：出分菜々衣，石岡康明，内田啓一，吉成伸夫
第91回松本歯科大学学会（総会）　2021年 7 月
ループスプリングによる抜歯空隙閉鎖のメカニク
ス─有限要素法による研究─Mechanics of extrac-
tion space closure with vertical loop retraction 
springs –Finite–element study–：原田錬平，横井
由紀子，宮脇理功，鴨居愛子，川原良美，岡藤範正
第一第二鰓弓症候群に対するハイブリット型 FKO

の治療効果：深沢香菜子，丸山歩美，楢本達也，村岡
理奈，川原良美，岡藤範正，影山　徹（第91回松本
歯科大学学会講演要旨集：P5）

Kissing molars Class IIの 1例：金子圭子，内田
啓一，岩﨑由紀子，伊能利之，喜多村洋幸，大木絵美，
高谷達夫，堀内竜太郎，加藤華子，根津英之，富田
美穂子，横井由紀子，川原良美，川原一郎，岡藤範正，
森　啓（第91回松本歯科大学学会講演要旨集：P3）
有限要素法によるWアーチの力学的研究：鴨居
愛子，横井由紀子，吉田拓真，原田錬平，川原良美，
岡藤範正（第91回松本歯科大学学会講演要旨集：P5）
ループ付きアーチワイヤーによる前歯移動のメカ
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要旨集：P6）
ビスホスホネート製剤投与が原因と考えられた顎

骨壊死の 1例：原　美音，堀部寛治，松井龍一，小山
尚人，尾﨑友輝，村上　聡，中村浩彰，田口　明，
酒井香生子，吉成伸夫
金属アレルギーが示唆された掌蹠膿疱症の 1例：
髙谷達夫，内田啓一，伊能利之，喜多村洋幸，岩﨑
由紀子，堀内竜太郎，加藤華子，根津英之，金子圭子，
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松本歯科大学第 4学年における医療面接評価：伊能
利之，大木絵美，髙谷達夫，金子圭子，喜多村洋幸，
岩﨑由紀子，富田美穂子，内田啓一，音琴淳一，森　
啓
矯正歯科と口腔健康管理科における口腔衛生指導
の連携の検証：阪西あい，宮下こずえ，岩間美樹，
西村美紗，大目志織，西窪結香，影山　徹，川原良美，
川原一郎（第91回松本歯科大学学会講演要旨集：P9）

Spee Curveの左右差による側方運動障害性の咬合
痛症例：川原一郎，倉科勇太，酒井聡美，川原良美
スタディモデルの咬耗形態から原因を推察した咬

合性外傷症例：倉科勇太，酒井聡美，川原良美，川原
一郎（第91回松本歯科大学学会講演要旨集：P8）
ループスプリングによる抜歯空隙閉鎖のメカニク
ス─有限要素法による研究─Mechanics of extrac-
tion space closure with vertical loop retraction 
springs –Finite–element study–：原田錬平，横井
由紀子，宮脇理功，鴨居愛子，川原良美，岡藤範正
第29回硬組織再生生物学会学術大会・総会　2021
年 8 月
骨系統疾患を有する患者に対し学童期に肋骨肋軟
骨移植を行った 1例：村岡理奈，中野翔太郎，羽鳥　
遼，倉科勇太，津村智信，影山　徹（第29回硬組織
再生生物学会学術大会・総会プログラム・抄録集：
P32）
第34回日本口腔診断学会・第31回日本口腔内科学
会　合同学術大会　2021年 9 月（WEB開催）
歯科金属アレルギーによる掌蹠膿疱症が示唆され

た1例：髙谷達夫，内田啓一，伊能利之，喜多村洋幸，
岩﨑由紀子，堀内竜太郎，加藤華子，根津英之，金子
圭子，大木絵美，富田美穂子，川原一郎，森　啓
頸動脈狭窄症とパノラマエックス線像による歯槽
骨吸収の関連性について：内田啓一，出分菜々衣，
石岡康明，岩﨑由紀子，小日向清美，喜多村洋幸，
髙谷達夫，伊能利之，富田美穂子，森　啓，吉成伸夫
第24回日本歯科医学会学術大会　2021年 9 月（Web
開催）
パノラマ X線写真による閉経後骨粗鬆症患者のス

クリーニング能力：皮質骨及び海綿骨指標：田口　
明，森　こず恵，山田 真一郎，長内　秀，杉野紀幸，
黒岩博子
ビスホスホネート製剤投与が原因と考えられた顎
骨骨髄炎の 1例：原　美音，田口　明，堀部寛治，
中村浩彰，吉成伸夫
静止性骨空洞を疑った骨形成線維腫の一例：黒岩
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博子，森　こず恵，山田真一郎，長内　秀，杉野紀幸，
黒岩昭弘，内田啓一，田口　明
パノラマ X線写真の骨粗鬆症スクリーニング指標
と HAインプラント予後との検討：杉野紀幸，北村　
豊，黒岩昭弘，黒岩博子，森　こず恵，長内　秀，
内田啓一，田口　明
自然排出した耳下腺唾石の一例：森　こず恵，長内　
秀，杉野紀幸，黒岩博子，田口　明
2021 International Workshop on Smart Info–Me-

dia Systems in Asia （SISA 2021）　2021年 9 月（Web
開催）

Detection of Calcification Regions from Dental 
Panoramic Radiographs Based on Semantic Seg-
mentation Using Deep Learning: Murano T, 
Muneyasu M, Yoshida S, Chamnongthai K, Asano 
A, Uchida K, Dewake N, Ishioka Y and Yoshinari 
N
第23回日本骨粗鬆症学会　2021年10月（Web開催）
骨粗鬆症治療における骨密度推移への歯周病の影

響─ JOINT04/05の解析データから：田口　明，上村
夕香理，田中司朗，太田博明，森　諭史，萩野　浩，
白木正孝，中村利孝，宗圓　聰
閉経後骨粗鬆症におけるビタミン Dと骨量，骨
質，骨代謝，骨折発生の関連─ JOINT–05における
栄養疫学的検討─：田中司朗，上西一弘，上村夕香理，
田口　明，森　諭史，萩野　浩，太田博明，白木正孝，
中村利孝，宗圓　聰
第64回 NPO法人日本口腔科学会中部地方部会　
2021年10月（オンデマンドWEB開催）
皮質骨由来細胞スフェロイドは移植歯周囲への骨

形成を促進する：松村奈穂美，李　憲起，北谷（内川）
恵里，董　宏偉，芳澤享子，栗原祐史，各務秀明（プ
ログラム抄録集：p35，28）
2021 20th International Symposium on Commu-

nications and Information Technologies （ISCIT）　
2021年10月

New Method of Detecting Calcification Regions 
in Dental Panoramic Radiographs Based on U–
PraNet）: Murano T, Muneyasu M, Yoshida S, 
Chamnongthai K, Asano A and Uchida K
日本歯科保存学会2021年度秋季学術大会（第155回）　
2021年10～11月（オンライン開催）
上顎左側第二大臼歯部で認められた多根歯の歯根
嚢胞の 1例：内田啓一，喜多村洋幸，髙谷達夫，森　
啓
第14回日本総合歯科学会総会・学術大会　2021年
10～11月（WEB開催）
最近経験した Kissing Molarsの 1例：内田啓一，

金子圭子，岩﨑由紀子，伊能利之，喜多村洋幸，堀内
竜太郎，根津英之，大木絵美，髙谷達夫，富田美穂子，
森　啓
下顎骨内動静脈奇形の 1例：内田啓一，髙谷達夫，

伊能利之，喜多村洋幸，金子圭子，富田美穂子，森　
啓
一般歯科治療中のパノラマエックス線像で頸動脈
狭窄症を指摘された 1例：喜多村洋幸，内田啓一，
伊能利之，堀内竜太郎，富田美穂子，髙谷達夫，森　
啓，小日向清美
蜂窩織炎の臨床的検討─地域分布，男女比，年齢，
基礎疾患について─：髙谷達夫，内田啓一，喜多村
洋幸，堀内竜太郎，伊能利之，岩﨑由紀子，根津英之，
金子圭子，大木絵美，富田美穂子，森　啓
巨大な歯石が疑われた 1例：西田優花，内田啓一，

伊能利之，喜多村洋幸，堀内竜太郎，根津英之，岩﨑
由紀子，金子圭子，大木絵美，髙谷達夫，富田美穂子，
森　啓
令和 3年度甲信越北陸口腔保健研究会第32回学術
大会　2021年11月（Web開催）
第 4級アンモニウム塩を用いた抗菌歯ブラシの抗

菌効果の検討：三原正志，荒井　敦，小川　宏，岡藤
範正，吉田明弘
第80回日本矯正歯科学会　2021年11月
下顎骨延長術により重度の睡眠時無呼吸を幼児期

に治療した Pierre Robin Sequence患者の一例：丸山
歩美，村岡理奈，楢本達也，深沢香菜子，影山　徹
（プログラム抄録集：P198）
クワドヘリックスにおけるヘリックスの力学的効

果─有限要素法による研究─：鴨居愛子，横井由紀子，
吉田拓真，原田錬平，河村　純，川原良美，岡藤範正
（プログラム抄録集：P171）
ループスプリングスによる抜歯空隙閉鎖のメカニ
クス─有限要素法による研究─：原田錬平，横井
由紀子，宮脇理功，鴨居愛子，河村　純，川原良美，
岡藤範正（プログラム抄録集：P172）
下顎骨偏位を伴う骨格性下顎前突者の外科的矯正
治療前後のスマイル時の口唇運動の三次元的解析：
中根　隆，山田一尋，影山　徹，川原良美，楢本達也
（プログラム抄録集：P180）
第92回松本歯科大学学会　2021年11月
2020年度松本歯科大学臨床実習における習得実習

項目に関する分析：増田宜子，霜野良介，内川竜太朗，
中村圭吾，中村　卓，齋藤安奈，谷山貴一，長内　
秀，森山敬太，川原良美，村上康彦，髙谷達夫，三好
弥恵，岩﨑拓也，森川雅己
第66回（公社）日本口腔外科学会総会・学術大会　
2021年11月（幕張）
皮質骨由来間葉系間質細胞による自発的スフェロ
イドの特性と骨再生治療への応用：李　憲起，董　
宏偉，松村奈穂美，芳澤享子，各務秀明（P01–05）
第34回日本動物実験代替法学会　2021年11月（沖
縄）
新規細胞接着制御樹脂を用いた自発的幹細胞ス

フェロイドの形成法：浅井太郎，馬場航希，高橋洸洋，
荻原直人，李　憲起，各務秀明
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第40回日本歯科医学教育学会総会および学術大会　
2021年11～12月（Web開催）
留学生の日本語コミュニケーション能力改善「や
さしい日本語」Group workアンケートより気づい
たこと：森　啓，喜多村洋幸，伊能利之，大木絵美，
高谷達夫，内田啓一

その他の学術著作物

岡藤範正，高谷達夫，荒井　敦，横井由紀子（翻
訳）（2021）クリアアライナーを用いた矯正的歯の移
動のコントロール　有効性と効率性に関する最新シ
ステマティックレビュー．Journal of Aligner Or-
thodontics日本版 1：17–37
岡藤範正（監修）（2021）知っておきたい矯正歯科
学の基本の「き」 1．Journal of Aligner Orthodon-
tics日本版 1：98–9
岡藤範正（監修）（2021）論文・症例を読み解くた
めのアライナー・キーワード．Journal of Aligner 
Orthodontics日本版 1：100–1
田口　明（2021）『画像クイズ：皮膚科・歯科とリ
ウマチ性疾患（歯科編）』第 3回顎骨壊死．日本リウ
マチ財団ニュース169号
田口　明（2021）パノラマ X線写真による骨粗鬆
症患者スクリーニング─医科歯科連携を目指して．
長崎保険医新聞，2021年10月10日号
田口　明，杉野紀幸（2021）パノラマ X線写真に
よる骨粗鬆症患者スクリーニング法と診療ガイドラ
インの概要．日本骨粗鬆症学会雑誌 8：1–4

特 別 講 演

The 23rd International Congress of DentoMaxil-
loFacial Radiology （ICDMFR） （Web invited 
lecture）　2021年 4 月（Gwangju, South Korea）

Recommendations and perspectives about osteo-
porosis screening in general dental practice: 
Ta guchi A （Invited lecture）

講 演 会

栃木骨・カルシウム代謝研究会　2021年 6 月（Web
開催）
骨粗鬆症診療における顎骨壊死の現状と課題～感
染症対策から医療連携を考える～：田口　明
立川整形外科開業医会　2021年 6 月（Web講演会）
骨粗鬆症診療における現状と課題─顎骨壊死への
安全対策から医歯薬連携を考える─：田口　明
大分県整形外科医講演会　2021年 6 月（Web講演
会）
骨粗鬆症診療における顎骨壊死の現状と課題～顎
骨壊死による安全対策から医科歯科連携を考える

～：田口　明
福井県敦賀市医師会学術講演会　2021年 7 月（Web
講演会）
骨粗鬆症患者における顎骨壊死対策─ポジション
ペーパー2016の理解と口腔衛生管理の重要性：田口　
明

Osteoporosis Live Symposium　2021年 9 月（Web
講演会）
歯科用パノラマ X線写真による骨粗鬆症患者スク

リーニング─医科歯科連携を目指して：田口　明
歯と骨から健康長寿を考える会　2021年 9 月（Web
講演会）
歯科用パノラマ X線写真による骨粗鬆症患者スク

リーニング─医科歯科連携を目指して：田口　明
静岡県浜松市整形外科医会　2021年11月（web講

演会）
歯科用パノラマ X線写真による骨粗鬆症患者スク

リーニング─医科歯科連携を目指して：田口　明

日本学術振興会科学研究費補助金による研究

田口　明：老化制御による歯周病・動脈硬化症関
連性への分子基盤の解明（基盤研究 C［分担：吉成
伸夫］）
田口　明：血清中 IL–1受容体補助タンパク濃度を

用いた新規歯周病病態マーカーの開発（基盤研究 C
［分担：石原裕一］）
李　憲起（代表）：スフェロイド形成による間葉系
幹細胞の stemness制御機構の解明（基盤研究 C）
李　憲起（分担）：マイクロ流体デバイスを用いた
血中循環がん細胞クラスター抽出法の開発─挑戦的
研究（萌芽）

その他の研究補助金による研究

田口　明：顎骨と骨粗鬆症との関連に関する研究
（旭化成ファーマ株式会社）
杉野紀幸：若年者の歯槽骨密度と全身骨密度との

関係（日本歯科医学会連合）

顎口腔機能制御学講座
� 咀嚼機能解析学

8 ●了

論 文 発 表

Matsuo K, Kito N, Ogawa K, Izumi A, Kishima 
M, Itoda M and Masuda Y （2021） Improvement of 
oral hypofunction by a comprehensive oral and 
physical exercise program including textured lunch 
gatherings. J Oral Rehabil 48⎝4⎠：411–21. doi: 10. 
1111/joor.13122.
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Hijiya K, Masuda Y, Miyamotoa T, Shimonod R, 
Katoe T, Kageyama T and Yamada K (2021) Age–
related differences in maximum voluntary lip–clos-
ing force and ability to control lip–closing force. J 
Oral Biosci 63：210–16. doi:10.1016/j.job.2021.02.　
002

学 会 発 表

日本老年歯科医学会第32回学術大会　2021年 6 月
（Web開催）
地域高齢者における口腔機能低下症とサルコペニ
アとの関連性─カムカム弁当複合プログラム（ 1）
─：澤崎　巧，松尾浩一郎，鬼頭紀恵，関本　愉，
小川康一，泉　綾子，貴島真佐子，糸田昌隆，増田
裕次（老年歯学 36：149）
カムカム弁当運動複合プログラムの口腔機能低下
症への効果─カムカム弁当複合プログラム（ 2）─：
関本　愉，松尾浩一郎，鬼頭紀恵，澤崎　巧，小川
康一，泉　綾子，貴島真佐子，糸田昌隆，増田裕次
（老年歯学 36：149）
第63回歯科基礎医学会学術大会　2021年10月（Web
開催）
離乳後のラット咀嚼筋活動の長期的変化：山田雅治，
片桐綾乃，増田裕次，佐藤　元，豊田博紀，丹羽　
均，加藤隆史（歯科基礎誌）
第92回松本歯科大学学会　2021年11月
口唇トレーニングの効果─口腔周囲筋の筋疲労と

顎下部の形態変化─：山田紗織，冨士岳志，増田裕次
（第92回松本歯科大学学会講演要旨集：p8）
日本顎口腔機能学会第66回学術大会　2021年12月

（Zoom開催）
ラットの離乳後における咀嚼動態の変化：山田雅治，
片桐綾乃，増田裕次，豊田博紀，丹羽　均，加藤隆史
（日本顎口腔機能学会第66回学術大会事前抄録集：
26–7）
日本摂食嚥下リハビリテーション学会第26・27回 

合同学術大会　 学会シンポジウム　 2021年 8 月
JSDRスポンサードセッション JST戦略的国際共
同研究プログラム（SICORP）自立高齢者を増やす
ための食品開発　咀嚼の効用～フレイル・オーラル
フレイル予防をめざして～：増田裕次

講 演 会

長野県シニア大学　2021年 6 月（松本・大町）
口が健康であることの意義─噛むことの効用─：
増田裕次
塩尻ロマン大学　2021年 8 月（塩尻）
口は「幸せ」のもと─口腔機能の向上で健康生活：
増田裕次
第27回咀嚼と健康ファミリーフォーラム「咀嚼と

健康を考える 2」　2021年12月
良い咀嚼を！咀嚼の健康維持：増田裕次

日本学術振興会科学研究費補助金による研究

増田裕次：顎口腔運動学習による嚥下関連高次脳
ネットワーク再構築を検証する（基盤研究 C［分担：
代表者　真柄　仁］）

その他の研究補助金による研究

増田裕次：自立高齢者を増やすための食品開発と
運動療法を組み合わせた革新的システムの開発（戦
略的国際共同研究プログラム　日本─スウェーデン
国際産学連携共同研究 JST［分担：代表者　松尾浩
一郎］）

顎口腔機能制御学講座
� 生体調節制御学

9 ●了

著 書

澁谷　徹（分担）（2021）臨床歯科麻酔学，第 6版，
永末書店，京都
澁谷　徹（分担）（2021）有病者歯科学，第 2版，

永末書店，京都
北川純一（2021）ビジュアル生理学・口腔生理学

（分担執筆：発声と構音），第 3版，学建書院，東京
北川純一（2021）歯科生理学実習（分担執筆：歯

の動揺度），第 2版，医歯薬出版，東京，印刷中

論 文 発 表

脇本仁奈，小笠原　正，薦田　智，河瀬総一朗，
大木絵美，伊能利之，金銅英二，岡田芳幸，吉成伸夫
（2021）重症心身障害児・者にみられた突発性歯肉肥
大．日本障害者歯科学会雑誌 42⎝1⎠：84–90

Innami M, Okumura M, Otogoto J, Kondo E, 
Sogawa N, Niwa M, Ogasawara T and Tomida M 
（2021） Effect of Tongu and Lip Motor Training for 
Cognitive Function in Older People: – The Rela-
tionship of Pral Function and Cognitive Function. 
J Med–Clin Res & Rev 5⎝7⎠：1–8

学 会 発 表

日本味と匂学会第55回大会　2021年 9 月
上喉頭神経に発現している TRPA1チャネルと化学

刺激により誘発される嚥下反射：安藤　宏，Hossain 
MZ，海野俊平，北川純一（プログラム予稿集：
p111）
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学 会 発 表

日本老年歯科医学会第32回学術大会　2021年 6 月
（Web開催）
地域高齢者における口腔機能低下症とサルコペニ
アとの関連性─カムカム弁当複合プログラム（ 1）
─：澤崎　巧，松尾浩一郎，鬼頭紀恵，関本　愉，
小川康一，泉　綾子，貴島真佐子，糸田昌隆，増田
裕次（老年歯学 36：149）
カムカム弁当運動複合プログラムの口腔機能低下
症への効果─カムカム弁当複合プログラム（ 2）─：
関本　愉，松尾浩一郎，鬼頭紀恵，澤崎　巧，小川
康一，泉　綾子，貴島真佐子，糸田昌隆，増田裕次
（老年歯学 36：149）
第63回歯科基礎医学会学術大会　2021年10月（Web
開催）
離乳後のラット咀嚼筋活動の長期的変化：山田雅治，
片桐綾乃，増田裕次，佐藤　元，豊田博紀，丹羽　
均，加藤隆史（歯科基礎誌）
第92回松本歯科大学学会　2021年11月
口唇トレーニングの効果─口腔周囲筋の筋疲労と

顎下部の形態変化─：山田紗織，冨士岳志，増田裕次
（第92回松本歯科大学学会講演要旨集：p8）
日本顎口腔機能学会第66回学術大会　2021年12月

（Zoom開催）
ラットの離乳後における咀嚼動態の変化：山田雅治，
片桐綾乃，増田裕次，豊田博紀，丹羽　均，加藤隆史
（日本顎口腔機能学会第66回学術大会事前抄録集：
26–7）
日本摂食嚥下リハビリテーション学会第26・27回 

合同学術大会　 学会シンポジウム　 2021年 8 月
JSDRスポンサードセッション JST戦略的国際共
同研究プログラム（SICORP）自立高齢者を増やす
ための食品開発　咀嚼の効用～フレイル・オーラル
フレイル予防をめざして～：増田裕次

講 演 会

長野県シニア大学　2021年 6 月（松本・大町）
口が健康であることの意義─噛むことの効用─：
増田裕次
塩尻ロマン大学　2021年 8 月（塩尻）
口は「幸せ」のもと─口腔機能の向上で健康生活：
増田裕次
第27回咀嚼と健康ファミリーフォーラム「咀嚼と

健康を考える 2」　2021年12月
良い咀嚼を！咀嚼の健康維持：増田裕次

日本学術振興会科学研究費補助金による研究

増田裕次：顎口腔運動学習による嚥下関連高次脳
ネットワーク再構築を検証する（基盤研究 C［分担：
代表者　真柄　仁］）

その他の研究補助金による研究

増田裕次：自立高齢者を増やすための食品開発と
運動療法を組み合わせた革新的システムの開発（戦
略的国際共同研究プログラム　日本─スウェーデン
国際産学連携共同研究 JST［分担：代表者　松尾浩
一郎］）

顎口腔機能制御学講座
� 生体調節制御学

9 ●了

著 書

澁谷　徹（分担）（2021）臨床歯科麻酔学，第 6版，
永末書店，京都
澁谷　徹（分担）（2021）有病者歯科学，第 2版，

永末書店，京都
北川純一（2021）ビジュアル生理学・口腔生理学

（分担執筆：発声と構音），第 3版，学建書院，東京
北川純一（2021）歯科生理学実習（分担執筆：歯

の動揺度），第 2版，医歯薬出版，東京，印刷中

論 文 発 表

脇本仁奈，小笠原　正，薦田　智，河瀬総一朗，
大木絵美，伊能利之，金銅英二，岡田芳幸，吉成伸夫
（2021）重症心身障害児・者にみられた突発性歯肉肥
大．日本障害者歯科学会雑誌 42⎝1⎠：84–90

Innami M, Okumura M, Otogoto J, Kondo E, 
Sogawa N, Niwa M, Ogasawara T and Tomida M 
（2021） Effect of Tongu and Lip Motor Training for 
Cognitive Function in Older People: – The Rela-
tionship of Pral Function and Cognitive Function. 
J Med–Clin Res & Rev 5⎝7⎠：1–8

学 会 発 表

日本味と匂学会第55回大会　2021年 9 月
上喉頭神経に発現している TRPA1チャネルと化学

刺激により誘発される嚥下反射：安藤　宏，Hossain 
MZ，海野俊平，北川純一（プログラム予稿集：
p111）
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メタルバイオサイエンス研究会2021　2021年10月
（横浜）

LPS投与による機械的刺激反応閾値低下における
金属結合タンパク質メタロチオネインの関与：十川
紀夫，奥村雅代，宮崎育子，富田美穂子，金銅英二，
十川千春，浅沼幹人
第92回松本歯科大学学会　2021年11月
2020年度松本歯科大学臨床実習における習得実習

項目に関する分析：増田宣子，霜野良介，内川竜太朗，
中村圭吾，中村　卓，齋藤安奈，谷山貴一，長内　
秀，森山敬太，川原良美，村上康彦，高谷達夫，三好
弥恵，岩﨑拓也，森川雅巳
11th European Society for Swallowing Disorders 

Congress （Online Virtual Congress）　2021年11月
The role of transient receptor potential ankyrin 
1 channels （TRPA1s） in triggering the swallowing 
reflex in rats: Hossain MZ, Ando H, Unno S and 
Kitagawa J

日本学術振興会科学研究費による研究

堀部寛治（代表），中村浩彰（分担），平賀　徹（分
担），田所　治（分担），奥村雅代（分担）：副甲状腺
ホルモン関連タンパクの歯槽骨再生における役割の
解明と再生歯科治療への応用（基盤研究 C）
富田美穂子（代表），小日向清美（分担），奥村雅代

（分担），寺田知新（分担）：疼痛による自律神経系の
変動を調節する情動の役割（基盤研究 C）

Hossain MZ（研究代表），北川純一，海野俊平，
安藤　宏：Elucidating Novel Therapeutic Targets 
for Oropharyngeal Dysphagia: Focusing on TRPA1 
and TRPV4 Channels（基盤研究 C）
安藤　宏（研究代表），北川純一，Hossain MZ，
海野俊平：誤嚥を防ぐための食品開発につながる
TRPチャネルのデータベースの構築（基盤研究 C）

顎口腔機能制御学講座
� 臨床機能評価学

10●了

著 書

木津康博，竹島明道，樋口大輔編著（2021）イン
プラント治療のトラブル＆リカバリー　併発症から
クレーム対応まで．デンタルダイヤモンド 46⎝10⎠：
684．デンタルダイヤモンド社，東京

論 文 発 表

Nocera L, Vistoso A, Yoshida Y, Abe Y, Nwoji C 
and Clark GT （2021） Building an Automated Oro-
facial Pain, Headache and Temporomandibular 

Disorder Diagnosis System. AMIA Annu Symp 
Proc 2020：943–52

Ohara H, Nakazato Y, Aoki R, Yoshida Y, 
Takaba M, Abe Y, Clark GT and Baba K （2021） Ef-
fects of vibratory feedback stimuli through an oral 
appliance on sleep bruxism: a 6–week intervention 
trial. Sleep Breath, in Press
笠原隼男，霜野良介，平井博一郎，吉野旭宏，冨士
岳志，鷹股哲也，倉澤郁文，黒岩昭弘，北澤富美，
伊比　篤，樋口大輔（2021）松本歯科大学病院にお
けるチタン金属冠の実態調査．松本歯学 47⎝1⎠：
32–8
笠原隼男，佐藤雅法，鷹股哲也，鍵谷真吾，正村

正仁，大須賀直人，小口久雄，富田美穂子（2021）
マウスガード材としてのバイオポリマーの研磨に関
する検討　市販マウスガード材との研磨布の効果の
違い．スポーツ歯学 25⎝1⎠：1–7
上窪祐基，田坂彰規，笠原隼男，本間慎也，松永　
智，阿部伸一，矢島安朝，山下秀一郎（2021）遊離
端欠損部顎堤に対する口腔内スキャナーの真度検証　
補綴臨床経験の差による比較．歯科学報 121⎝1⎠：
15–22

その他の学術著作物

樋口大輔（2021）松本歯科大学・樋口教授に聞く
─歯の健康と体への影響．MGプレス

学 会 発 表

日本補綴歯科学会第131回学術大会　2021年 7 月
（Web開催）
オクルーザルスプリントを用いた振動フィード

バック刺激の睡眠時ブラキシズム抑制効果：小原大宜，
高場雅之，安部友佳，中里友香理，青木理紗，吉田
裕哉，菅沼岳史，馬場一美（プログラム抄録集：
p116）
全部床義歯装着直後の患者の咀嚼能力に影響する
因子の検討：冨士岳志，羽鳥弘毅，中本哲自，樋口
大輔，蓜島弘之（プログラム抄録集：p122）
松本歯科大学病院におけるチタン製全部金属冠の
実態調査：笠原隼男，霜野良介，平井博一郎，吉野
旭宏，松山雄喜，冨士岳志，鷹股哲也，黒岩昭弘，
北澤富美，伊比　篤，樋口大輔（プログラム抄録集：
p171）
令和 3年度日本補綴歯科学会東海支部学術大会　
2021年 7 月（Web開催）
3Dプリンターを用いたノンメタルクラスプデン

チャーの可能性：冨士岳志，伊比　篤，小澤謙太，
北澤富美，樋口大輔，蓜島弘之（プログラム抄録集：
p21）
咀嚼運動中の外耳道ひずみの測定法の検討─カス
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タマイズしたセンサーを用いて─：吉野旭宏，冨士
岳志，吉田裕哉，霜野良介，秋山友里，樋口大輔（プ
ログラム抄録集：p22）
下顎隆起を有する患者に可撤性義歯による機能回
復を行った症例：吉田裕哉（プログラム抄録集：
p27）
第51回公益社団法人日本口腔インプラント学会学
術大会　2021年12月（広島）
低骨密度部位の初期固定に対するアンダーサイズ
ドリリングテクニックの効果：山口葉子，藤井政樹，
笠原隼男，冨士岳志，吉野旭宏，王　宜文，樋口大輔
（プログラム抄録集：p141）
インプラント体のプラットフォーム部での破折症

例─早期発見への提案─：冨士岳志，中本哲自，矢島
絵美，山口葉子，齋藤安奈，樋口大輔，植田章夫（プ
ログラム抄録集：p282）
第91回松本歯科大学学会　2021年 7 月
松本歯科大学病院いびき外来の現状と課題：冨士
岳志，田村瞬臣，大崎麻未，望月慎恭，前島信也，
蓜島弘之
日本障害者歯科学会第38回学術大会　2021年 9 ～
10月
某県における笑気，静脈内鎮静法または全身麻酔
下での歯科治療の実態調査：中川直子，冨士岳志，
望月慎恭，朝比奈伯明，朝比奈滉直，田村瞬至，村上
康彦，山上祐介，大崎麻未，岩崎仁史，蓜島弘之，
山賀孝之
健常者と障がい者のマスク着用状況の比較：大崎
麻未，蓜島弘之，望月慎恭，冨士岳志，朝比奈伯明，
朝比奈滉直，山上祐介，村上康彦，田村瞬至，中川
直子，山口結加
当科における静脈内鎮静法症例─薬剤使用状況の
検討─：山上祐介，大崎麻未，中川直子，村上康彦，
田村瞬至，朝比奈滉直，朝比奈伯明，冨士岳志，望月
慎恭，蓜島弘之
口腔機能低下症への可撤性部分床義歯の影響 Ef-

fect of removable partial denture on oral hypofunc-
tion：冨士岳志，望月慎恭，田村瞬至，朝比奈滉直，
朝比奈伯明，大崎麻未，中川直子，村上康彦，山上
祐介，蓜島弘之
第92回松本歯科大学学会　2021年11月
松本歯科大学病院いびき外来患者の術後の通院状

況：冨士岳志，田村瞬臣，大崎麻未，望月慎恭，前島
信也，蓜島弘之
第40回日本歯科医学教育学会総会および学術大会　
2021年11月（東京）（Web開催）
松本歯科大学歯学部学生へのインプラント埋入実
習の効果 Effect of Implant Practice for undergrad-
uate students at Matsumoto Dental University：
冨士岳志，齋藤安奈，蓜島弘之，宇田川信之

特 別 講 演

第64回 NPO法人日本口腔科学会中部地方部会　
2021年10～11月
補綴 Basics，いまさら聞けないインプラント補綴
と義歯：樋口大輔
令和 3年度衛生士セミナー　2021年10月（松本）
長野インプラント補綴後の患者の変化：樋口大輔
第51回公益社団法人日本口腔インプラント学会学
術大会　シンポジウム 2　2021年12月（広島）
長期症例を通した患者の一生を見つめるインプラ
ント治療─インプラント補綴後の患者と担当医の変
化─：樋口大輔

ITISC東京 3　2021年11月
超高齢社会におけるインプラント─インプラント
の中長期予後から見えてくるもの─：樋口大輔
令和 3年度技工士，衛生士セミナー　2021年12月

（松本）
CT撮影における開口位と閉口位の違い（なぜ開口
位撮影なのか）：樋口大輔
松本歯科大学市民公開講座第 1回　2021年 1 月
本当は怖～い「いびき」の話：冨士岳志
塩尻エリア SAS地域連携セミナー　2021年 5 月
閉塞型睡眠時無呼吸症候群への歯科的対応と医科
歯科連携：冨士岳志

日本学術振興会科学研究費補助金による研究

吉田裕哉：脳波評価を基盤とした薬剤投与による
睡眠時ブラキシズム抑制効果発現メカニズムの解明
（若手研究）

その他の研究補助金による研究

藤井政樹，樋口大輔：口腔インプラント研究助成
金．多施設における高齢者もしくは介護者を対象と
したインプラント実態共同調査およびデーターベー
スの構築（日本口腔インプラント学会）

健康増進口腔科学講座
� 口腔健康分析学

11●了

著 書

吉田明弘（2021）口腔微生物学・免疫学，第 5版
（川端重忠，小松澤　均，大原直也，寺尾　豊編，第
4章　口腔の感染症　Ⅷ　歯周病　C．歯周病の分
子免疫学　D．病因論に基づいた歯周病の予防と治
療），269–78，医歯薬出版，東京

Ogata Y and Imai K （2021） Printed Edition of 
the Special Issue Published in Journal of Clinical 
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下顎隆起を有する患者に可撤性義歯による機能回
復を行った症例：吉田裕哉（プログラム抄録集：
p27）
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術大会　2021年12月（広島）
低骨密度部位の初期固定に対するアンダーサイズ
ドリリングテクニックの効果：山口葉子，藤井政樹，
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インプラント体のプラットフォーム部での破折症
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ログラム抄録集：p282）
第91回松本歯科大学学会　2021年 7 月
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Medicine “Prevention and Treatment of Periodon-
titis”. Journal of Clinical Medicine（分担執筆：
Dewake N, Ishioka Y and Yoshinari N），21–32，
82–128

論 文 発 表

Dewake N, Ma X, Sato K, Nakatsu S, Yoshimura 
K, Eshita Y, Fujinaka H, Yano Y, Yoshinari N and 
Yoshida A （2021） β–Glycyrrhetinic acid inhibits 
the bacterial growth and biofilm formation by su-
pragingival plaque commensals. Microbiol Immu-
nol 65⎝9⎠：343–51
濱田昌子，五味満裕，吉田明弘（2021）オートイ
ンデューサー–2阻害を介したヒノキチオールの Por-
phyromonas gingivalisへの作用機序解析．日本歯
周病学会誌 63⎝4⎠：183–9

Miyoshi T, Oge S, Nakata S, Ueno Y, Ukita H, 
Kousaka R, Miura Y, Yoshinari N and Yoshida A 
（2021）Gemella haemolysans inhibits the growth 
of the periodontal pathogen Porphyromonas gingi-
valis. Scientific Reports 11⎝1⎠：11742

Yoshida A, Bouziane A, Erraji S, Lakhdar L, 
Rhissassi M, Miyazaki H, Ansai T, Iwasaki M and 
Ennibi O （2021） Etiology of aggressive periodonti-
tis in individuals of African descent. Japanese 
Dental Science Review 57：20–6

Nomura Y, Morozumi T, Numabe Y, Ogata Y, 
Nakayama Y, Sugaya T, Nakamura T, Sato S, 
Taka shiba S, Sekino S, Yoshinari N, Hanada N, 
Sugano N, Fukuda M, Minabe M, Umeda M, 
Tabeta K, Takahashi K, Noguchi K, Kobayashi H, 
Takai H, Nishimura F, Suzuki F, Kakuta E, Yoshi-
mura A, Saito A and Nakagawa T （2021） Estima-
tion of the periodontal inflamed surface area by 
simple oral examination. J Clin Med. doi:10.3390/
jcm10040723

Nomura Y, Morozumi T, Saito A, Yoshimura A, 
Kakuta E, Suzuki F, Nishimura F, Takai H, 
Kobayashi H, Noguchi K, Takahashi K, Tabeta K, 
Umeda M, Minabe M, Fukuda M, Sugano N, 
Hana da N, Yoshinari N, Sekino S, Takashiba S, 
Sato S, Nakamura T, Sugaya T, Nakayama Y, 
Ogata Y, Numabe Y and Nakagawa T （2021） Pro-
spective Longitudinal Changes in the Periodontal 
Inflamed Surface Area Following Active Periodon-
tal Treatment for Chronic Periodontitis. J Clin 
Med. doi:10.　3390/jcm10061165

Dewake N, Ma X, Sato K, Nakatsu S, Yoshimura 
K, Eshita Y, Fujinaka H, Yano Y, Yoshinari N and 
Yoshida A （2021） β–Glycyrrhetinic acid inhibits 
the bacterial growth and biofilm formation by su-

pragingival plaque commensals. Microbiol Immu-
nol 65：343–51

Miyoshi T, Oge S, Nakata S, Ueno Y, Ukita H, 
Kousaka R, Miura Y, Yoshinari N and Yoshida A
（2021）Gemella haemolysans inhibits the growth 
of the periodontal pathogen Porphyromonas gingi-
valis. Scientific Reports. doi:10.1038/s41598–021–
91267–3
脇本仁奈，小笠原　正，薦田　智，河瀬総一朗，

大木絵美，伊能利之，金銅英二，岡田芳幸，吉成伸夫
（2021）重症心身障害児・者にみられた突発性歯肉肥
大．日本障害者歯科学会雑誌 42⎝1⎠：84–90
村野泰斗，棟安実治，吉田　壮，浅野　晃，内田
啓一，出分菜々衣，石岡康明，吉成伸夫（2021）セ
マンティックセグメンテーションに基づく歯科パノ
ラマ X線写真における石灰化領域の検出．IEICE 
Technical Report信学技報 SIS2020–45：55–60

Murano T, Muneyasu M, Yoshida S, Chamnongthai 
K, Asano A, Uchida K, Dewake N, Ishioka Y and 
Yoshinari N （2021） Detection of Calcification Re-
gions from Dental Panoramic Radiographs Based 
on Semantic Segmentation Using Deep Learning 
Paper. SISA 2021：122–7
小松佐保，森　啓，小町谷美帆，内川竜太朗，甲田
訓子，奥瀬稔之，亀山敦史（2021）松本歯科大学第
3学年保存修復学における協同学修の試みとその学
修効果．松本歯学 47⎝1）：16–31
原　美音，堀部寛治，松井龍一，小山尚人，尾﨑
友輝，村上　聡，中村浩彰，田口　明，酒井香生子，
吉成伸夫（2021）多発性骨髄腫患者における骨吸収
抑制薬関連顎骨壊死の保存的治療に成功した 1例．
松本歯学 47⎝1⎠：125–35
亀山敦史（2021）やればやるほど楽しくなるコン

ポジットレジン修復　 3．数ある接着システムの中
からどれを使うか？．日本顎咬合学会誌　咬み合わ
せの科学 41⎝1/2⎠：121–6（連載）
亀山敦史，音琴淳一，小池隆文，喜多村洋幸

（2021）口臭を訴える患者に対する東洋医学的アプ
ローチ．日本歯科東洋医学会誌 40⎝1/2⎠：32–40（総
説）
船山ひろみ，斎藤桂子，森川和正，仲野和彦，飯沼
光生，清水武彦，下村–黒木淳子，馬場篤子，内川
喜盛，島田幸恵，齊藤正人，倉重圭史，福田敦史，
八若保孝，島村和宏，早崎治明，大島邦子，関本恒夫，
大須賀直人，星野倫範，新谷誠康，辻野啓一郎，苅部
洋行，白川哲夫，岩本　勉，宮新美智世，船津敬弘，
木本茂成，浅里　仁，守安克也，長谷川信乃，大川
玲奈，有田憲司，原田京子，香西克之，岩本優子，
仲野道代，平野慶子，北村尚正，牧　憲司，山座
治義，尾崎正雄，藤原　卓，山崎要一，村上大輔，
朝田芳信（2021）歯科医師国家試験出題基準に対す
る日本小児歯科学会としての考え方．小児歯科学雑
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誌　59：80–94
笠原隼男，佐藤雅法，鷹股哲也，鍵谷真吾，正村
正仁，大須賀直人，小口久雄，富田美穂子（2021）
マウスガード材としてのバイオポリマーの研磨に関
する検討─市販マウスガード材と研磨布の効果の違
い─．スポーツ歯学 25：1–7
岡添　忍，中村浩志，中村美どり，桒原康生，加藤
那奈，森山敬太，正村正仁，大須賀直人（2021）上
顎前歯部に 3 本の過剰歯を認めた 1例．松本歯学　
47：39–47
伊能利之，音琴淳一（2021）専門医共通研修へ繋
がる臨床実習前医療コミュニケーション演習と学習
評価．日本顎咬合学会誌　咬み合わせの科学 41⎝1･
2⎠：40–55

その他の学術著作物

三好弥恵，増田宜子（2021）日本歯内療法学会が
すべての歯科医師に贈る最新トレンド　複雑な根管
形態を有する歯に対して歯科用 CBCTを活用し根管
治療を行った 2症例．別冊 the Quintessence：144–
5
亀山敦史（2021）Q02「歯が痛いといっています

が齲蝕が見当たりません」　Q08「修復物周囲の透過
像が亢進していると思うのですが，齲蝕でしょう
か」．歯科治療　超入門，第 1版（古地美佳，柵木
寿男，天川由美子，亀山敦史編著），4–6，18–9，
ISBN978–4–89605–369–2
亀山敦史（2021）Ⅰ．症例別研磨のポイント　 1．
歯冠修復系チェアサイドワーク　（ 3）CAD/CAM材
料（レジン系）　Ⅱ．私の研磨失敗談　（ 5）滅菌し
てもらったら�　研磨のすべて，第 1版（柵木寿男，
天川由美子，亀山敦史，古地美佳編著），16–9，142，
ISBN978–4–89605–373–9
亀山敦史（2021）ちょっと役立つお口の情報　エッ
セイ001「マスクと口臭」，株式会社ジーシー　Get 
connected特設サイト；https://www.gcdental.co.jp/
getconnected/useful/useful01/
亀山敦史（2021）ちょっと役立つお口の情報　エッ
セイ002「マスクと白い歯」，株式会社ジーシー　Get 
connected特設サイト；https://www.gcdental.co.jp/
getconnected/useful/useful02/

学 会 発 表

スマートインフォメディアシステム研究会（SIS）　
2021年 3 月（Web開催）
セマンティックセグメンテーションに基づく歯科
パノラマ X線写真における石灰化領域の検出：村野
泰斗，棟安実治，吉田　壮，浅野　晃，内田啓一，
出分菜々衣，石岡康明，吉成伸夫
第70回日本口腔衛生学会・総会　2021年 5 月（Web

開催）
第 4級アンモニウム塩を用いた抗菌歯ブラシの抗

菌効果の検討：三原正志，荒井　敦，小川　宏，岡藤
範正，吉田明弘
第61回日本歯科放射線学会・学術大会　2021年 5
月（Web開催）
頸部頸動脈狭窄症と歯槽骨吸収の関連について：

内田啓一，出分菜々衣，石岡康明，岩﨑由紀子，高谷
達夫，浅野　晃，棟安実治，森　啓，吉成伸夫
第64回春季日本歯周病学会学術大会　2021年 5 ～
6 月（盛岡）（Web開催）
歯周病評価における最適検査部位の選定─項目反

応理論 Graded response modelの応用─：両角俊哉，
野村義明，福田光男，花田信弘，角田衣理加，小林
宏明，三邉正人，中村利明，中山洋平，西村英紀，
野口和行，沼部幸博，小方頼昌，齋藤　淳，佐藤　
聡，関野　愉，菅野直之，菅谷　勉，鈴木史彦，
多部田康一，高橋慶壮，高井英樹，高柴正悟，梅田　
誠，吉江弘正，吉村篤利，吉成伸夫，中川種昭
第32回日本老年学会総会・学術大会　2021年 6 月

（Web開催）
高齢者の歯槽骨吸収率と総頸動脈分岐部石灰化と

の関連：出分菜々衣，石岡康明，内田啓一，吉成伸夫
第154回春季日本歯科保存学会・学術大会　2021年
6 月（Web開催）
パノラマエックス線画像から検討した頸動脈狭窄
症と歯槽骨吸収の関連について：内田啓一，出分
菜々衣，石岡康明，岩﨑由紀子，喜多村洋幸，高谷
達夫，森　啓，吉成伸夫
下顎第二大臼歯埋伏症例の臨床的検討：岩﨑由紀子，
内田啓一，金子圭子，岩﨑拓也，喜多村洋幸，高谷
達夫，出分菜々衣，吉成伸夫，森　啓
松本歯科大学第 4学年保存修復学実習における

ロールプレイング導入の試み：小松佐保，小町谷美帆，
内川竜太朗，奥瀬稔之，甲田訓子，森　啓，安西正明，
山本昭夫，春山亜貴子，亀山敦史
第91回松本歯科大学学会　2021年 6 月（長野）
自家歯牙移植歯に対するニシカキャナルシーラー

BG®を用いた根管充填の臨床的応用：水谷莉紗，森川
雅己，三好弥恵，岩﨑拓也，芳澤享子，増田宜子
ビスホスホネート製剤投与が原因と考えられた顎

骨壊死の 1例：原　美音，堀部寛治，松井龍一，小山
尚人，尾﨑友輝，村上　聡，中村浩彰，田口　明，
酒井香生子，吉成伸夫
幹細胞の骨芽細胞分化に及ぼす細胞老化の影響：
松井龍一，石田昌義，上原俊介，宇田川信之，吉成
伸夫，小林泰浩
第59回日本小児歯科学会　2021年 6 月
上顎前歯部に 3歯の過剰歯がみられた 1例：岡添　
忍，中村浩志，中村美どり，桒原康生，森山敬太，
正村正仁，大須賀直人
第91回松本歯科大学学会　2021年 7 月（塩尻）
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誌　59：80–94
笠原隼男，佐藤雅法，鷹股哲也，鍵谷真吾，正村
正仁，大須賀直人，小口久雄，富田美穂子（2021）
マウスガード材としてのバイオポリマーの研磨に関
する検討─市販マウスガード材と研磨布の効果の違
い─．スポーツ歯学 25：1–7
岡添　忍，中村浩志，中村美どり，桒原康生，加藤
那奈，森山敬太，正村正仁，大須賀直人（2021）上
顎前歯部に 3 本の過剰歯を認めた 1例．松本歯学　
47：39–47
伊能利之，音琴淳一（2021）専門医共通研修へ繋
がる臨床実習前医療コミュニケーション演習と学習
評価．日本顎咬合学会誌　咬み合わせの科学 41⎝1･
2⎠：40–55

その他の学術著作物

三好弥恵，増田宜子（2021）日本歯内療法学会が
すべての歯科医師に贈る最新トレンド　複雑な根管
形態を有する歯に対して歯科用 CBCTを活用し根管
治療を行った 2症例．別冊 the Quintessence：144–
5
亀山敦史（2021）Q02「歯が痛いといっています
が齲蝕が見当たりません」　Q08「修復物周囲の透過
像が亢進していると思うのですが，齲蝕でしょう
か」．歯科治療　超入門，第 1版（古地美佳，柵木
寿男，天川由美子，亀山敦史編著），4–6，18–9，
ISBN978–4–89605–369–2
亀山敦史（2021）Ⅰ．症例別研磨のポイント　 1．
歯冠修復系チェアサイドワーク　（ 3）CAD/CAM材
料（レジン系）　Ⅱ．私の研磨失敗談　（ 5）滅菌し
てもらったら�　研磨のすべて，第 1版（柵木寿男，
天川由美子，亀山敦史，古地美佳編著），16–9，142，
ISBN978–4–89605–373–9
亀山敦史（2021）ちょっと役立つお口の情報　エッ
セイ001「マスクと口臭」，株式会社ジーシー　Get 
connected特設サイト；https://www.gcdental.co.jp/
getconnected/useful/useful01/
亀山敦史（2021）ちょっと役立つお口の情報　エッ
セイ002「マスクと白い歯」，株式会社ジーシー　Get 
connected特設サイト；https://www.gcdental.co.jp/
getconnected/useful/useful02/

学 会 発 表

スマートインフォメディアシステム研究会（SIS）　
2021年 3 月（Web開催）
セマンティックセグメンテーションに基づく歯科
パノラマ X線写真における石灰化領域の検出：村野
泰斗，棟安実治，吉田　壮，浅野　晃，内田啓一，
出分菜々衣，石岡康明，吉成伸夫
第70回日本口腔衛生学会・総会　2021年 5 月（Web

開催）
第 4級アンモニウム塩を用いた抗菌歯ブラシの抗

菌効果の検討：三原正志，荒井　敦，小川　宏，岡藤
範正，吉田明弘
第61回日本歯科放射線学会・学術大会　2021年 5
月（Web開催）
頸部頸動脈狭窄症と歯槽骨吸収の関連について：

内田啓一，出分菜々衣，石岡康明，岩﨑由紀子，高谷
達夫，浅野　晃，棟安実治，森　啓，吉成伸夫
第64回春季日本歯周病学会学術大会　2021年 5 ～
6 月（盛岡）（Web開催）
歯周病評価における最適検査部位の選定─項目反

応理論 Graded response modelの応用─：両角俊哉，
野村義明，福田光男，花田信弘，角田衣理加，小林
宏明，三邉正人，中村利明，中山洋平，西村英紀，
野口和行，沼部幸博，小方頼昌，齋藤　淳，佐藤　
聡，関野　愉，菅野直之，菅谷　勉，鈴木史彦，
多部田康一，高橋慶壮，高井英樹，高柴正悟，梅田　
誠，吉江弘正，吉村篤利，吉成伸夫，中川種昭
第32回日本老年学会総会・学術大会　2021年 6 月

（Web開催）
高齢者の歯槽骨吸収率と総頸動脈分岐部石灰化と

の関連：出分菜々衣，石岡康明，内田啓一，吉成伸夫
第154回春季日本歯科保存学会・学術大会　2021年
6 月（Web開催）
パノラマエックス線画像から検討した頸動脈狭窄
症と歯槽骨吸収の関連について：内田啓一，出分
菜々衣，石岡康明，岩﨑由紀子，喜多村洋幸，高谷
達夫，森　啓，吉成伸夫
下顎第二大臼歯埋伏症例の臨床的検討：岩﨑由紀子，
内田啓一，金子圭子，岩﨑拓也，喜多村洋幸，高谷
達夫，出分菜々衣，吉成伸夫，森　啓
松本歯科大学第 4学年保存修復学実習における

ロールプレイング導入の試み：小松佐保，小町谷美帆，
内川竜太朗，奥瀬稔之，甲田訓子，森　啓，安西正明，
山本昭夫，春山亜貴子，亀山敦史
第91回松本歯科大学学会　2021年 6 月（長野）
自家歯牙移植歯に対するニシカキャナルシーラー

BG®を用いた根管充填の臨床的応用：水谷莉紗，森川
雅己，三好弥恵，岩﨑拓也，芳澤享子，増田宜子
ビスホスホネート製剤投与が原因と考えられた顎

骨壊死の 1例：原　美音，堀部寛治，松井龍一，小山
尚人，尾﨑友輝，村上　聡，中村浩彰，田口　明，
酒井香生子，吉成伸夫
幹細胞の骨芽細胞分化に及ぼす細胞老化の影響：
松井龍一，石田昌義，上原俊介，宇田川信之，吉成
伸夫，小林泰浩
第59回日本小児歯科学会　2021年 6 月
上顎前歯部に 3歯の過剰歯がみられた 1例：岡添　
忍，中村浩志，中村美どり，桒原康生，森山敬太，
正村正仁，大須賀直人
第91回松本歯科大学学会　2021年 7 月（塩尻）
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歯周病原菌と競合する微生物：その探索と発見：
大堀千郷，三好智博，吉田明弘
第64回秋季日本歯周病学会　2021年10月（名古屋）
Oral and intestinal microflora with centenarians 

and 80–year–olds according to their functional in-
dependence in nursing homes: Ma X, Ikeda T, Asa-
hina H, Dewake N, Ogasawara T, Yoshida A and 
Yoshinari N
第63回歯科基礎医学会学術大会　2021年10月（Web
開催）
ナノバブル水の曝露による唾液細菌叢への影響に
関する予備的検討：相良　献， 吉田明弘，安細敏弘
小児期における歯列状態の変化とマウスガードの
維持の関係：正村正仁，土田　実，洞沢功子，黒岩
昭弘，富田美穂子，鷹股哲也，森山敬太，大須賀直人
歯科診療を受けることが出来なかった子ども達へ
の対応：森山敬太，加藤那奈，上嶋博美，正村正仁，
大須賀直人
アメリカ口腔インプラント学会マキシコース　
2021年 7 月（名古屋）
安全なインプラント治療のための歯周病学：吉成
伸夫
第42回日本歯内療法学会学術大会・第24回歯科医
学会学術大会併　2021年 9 月（神奈川）（Web開催）
再発を繰り返す難治性根尖性歯周炎に対し意図的
再植術を行った結果，良好な予後が得られた一症
例：三好弥恵，岩﨑拓也，水谷莉紗，増田宜子
穿孔が疑われた 2根管の下顎第二小臼歯に再根管
治療を行い良好な治癒が得られた症例：岩﨑拓也，
三好弥恵，水谷莉紗，増田宜子
第34回日本口腔診断学会・第31回日本口腔内科学
会合同学術大会　2021年 9 月（Web開催）
頸動脈狭窄症とパノラマエックス線像による歯槽
骨吸収の関連性について：内田啓一，出分菜々衣，
石岡康明，岩﨑由紀子，小日向清美，喜多村洋幸，
髙谷達夫，伊能利之，富田美穂子，森　啓，吉成伸夫
2021 International Workshop on Smart Info–Me-

dia Systems in Asia （SISA 2021）　2021年 9 月（Web
開催）

Detection of Calcification Regions from Dental 
Panoramic Radiographs Based on Semantic Seg-
mentation Using Deep Learning: Murano T, 
Muneyasu M, Yoshida S, Chamnongthai K, Asano 
A, Uchida K, Dewake N, Ishioka Y and Yoshinari 
N
第24回日本歯科医学会学術大会　2021年 9 月（Web
開催）
歯科大学学生の歯科検診と健康診断の関連：中村　

卓，出分菜々衣，佐故竜介，水谷隆一，Ma Xiangtao，
吉成伸夫
ビスホスホネート製剤投与が原因と考えられた顎

骨壊死の 1例：原　美音，田口　明，堀部寛治，中村

浩彰，吉成伸夫
高齢の遺伝的高脂血症マウスに対する老化制御の
効果：松井龍一，小山尚人，上原龍一，田井康寛，
尾﨑友輝，吉成伸夫 
第32回長野県小児保健研究会　2021年 9 月
3 本の過剰歯がみられた 1例：大須賀直人，加藤

那奈，宮尾琴音，森山敬太，正村正仁
第64回秋季日本歯周病学会学術大会　2021年10月

（名古屋）
β–グリチルレチン酸による口腔細菌およびヒト歯
肉縁上プラーク常在菌の増殖およびバイオフィルム
形成の抑制効果：出分菜々衣，馬　向涛，佐藤佳昌，
中津　晋，吉村賢治，江下義之，藤中英剛，矢納義高，
吉田明弘，吉成伸夫
歯肉縁上スケーリング時に発生するエアロゾル：

宮國　茜，水谷隆一，田井康寛，佐故竜介，石岡康明，
上原龍一，吉成伸夫

Oral and intestinal microflora in centenarians 
and octogenarians with low functional indepen-
dence in nursing homes: Ma X, Ikeda T, Asahina H, 
Dewake N, Ogasawara T, Yoshida A and Yoshinari 
N
アークレイ SillHaセミナー2021長野　2021年10月

（Web開催）
歯周病治療における検査の重要性：吉成伸夫
第69回国際歯科研究学会日本部会（JADR）総会 ･

学術大会（Virtual Meeting）　2021年10月（Web開
催）

Inhibitory effects of β–Glycyrrhetinic acid on 
bacterial growth and biofilm formation by suprag-
ingival plaque commensals: Dewake N, Ma X, Sato 
K, Nakatsu S, Yoshimura K, Eshita Y, Fujinaka H, 
Yano Y, Yoshida A and Yoshinari N
第312回東京歯科大学学会総会　2021年10月（東京）
電動歯ブラシと重曹の併用による着色除去効果：
小島将司，春山亜貴子，亀山敦史，村松　敬
第155回日本歯科保存学会秋季学術大会　2021年10
～11月（新潟）（Web開催）
バイオセラミックス系シーラーを用いて根管充填
を行った自家歯牙移植歯に関する臨床的検討：森川
雅己，水谷莉紗，三好弥恵，岩﨑拓也，芳澤享子，
増田宜子
松本歯科大学病院で使用されている歯科用光照射
器の性能：奥瀬稔之，内川竜太朗，吳　佳瑩，小林　
彩，中村圭吾，亀山敦史
令和 3年度甲信越北陸口腔保健研究会第32回学術
大会　2021年11月（Web開催）
第 4級アンモニウム塩を用いた抗菌歯ブラシの抗

菌効果の検討：三原正志，荒井　敦，小川　宏，岡藤
範正，吉田明弘
第92回松本歯科大学学会　2021年11月
初診時より継続的に管理した 1例：加藤那奈，宮尾
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琴音，久保田香澄，三井美幸，森山敬太，正村正仁，
大須賀直人
長野市歯科医師会第 1回臨床座談会　2021年11月

（長野）
最近の歯周組織再生療法─リグロス®を応用した

再生療法を中心に─：吉成伸夫
徳島大学令和 3年度キャリアアップ講演会　2021
年11月（徳島）
超高齢社会の中での歯周病予防・治療：吉成伸夫
第15回日本歯周病学会中部地区大学日本臨床歯周
病学会中部支部合同研究会　2021年11月（岐阜）
インプラント周囲炎により抜去された30年間長期
埋植インプラントの界面所見：小山尚人，加藤慎也，
植田章夫，川原一郎，宮國　茜，尾﨑友輝，出分
菜々衣，吉成伸夫
第92回松本歯科大学学会　2021年11月（長野）
2020年度松本歯科大学臨床実習における習得実習

項目に関する分析：増田宜子，霜野良介，内川竜太朗，
中村圭吾，中村　卓，齋藤安奈，谷山貴一，長内　
秀，森山敬太，川原良美，村上康彦，高谷達夫，三好
弥恵，岩﨑拓也，森川雅己

CBCT撮影を行った目的とその結果における考
察：三好弥恵，岩﨑拓也，水谷莉紗，森川雅己，増田
宜子
インプラント周囲炎により抜去された30年間長期
埋植インプラントの界面所見：小山尚人，川原一郎，
植田章夫，宮國　茜，加藤慎也，尾﨑友輝，出分
菜々衣，吉成伸夫
第 5学年臨床実習における保存修復学新規教育プ

ログラム導入の試み～ダイレクトベニア実習～：小町谷
美帆，小松佐保，甲田訓子，中村圭吾，小林　彩，
小池隆文，吳　佳瑩，亀山敦史
第 5学年臨床実習における保存修復学新規教育プ

ログラム導入の試み～臨床実地問題作成演習～：中村
圭吾，甲田訓子，小松佐保，小町谷美帆，小池隆文，
吳　佳瑩，小林　彩，亀山敦史
第 5学年臨床実習における保存修復学新規教育プ
ログラム導入の試み～ホワイトニング疑似体験実習
～：甲田訓子，小町谷美帆，小松佐保，中村圭吾，
小池隆文，小林　彩，吳　佳瑩，亀山敦史
第 4学年保存修復学実習におけるロールプレイン
グの導入と学生からの評価：小松佐保，小町谷美帆，
甲田訓子，中村圭吾，小林　彩，小池隆文，吳　佳瑩，
横井由紀子，森　啓，安西正明，山本昭夫，亀山敦史
第40回日本歯科医学教育学会学術大会　2021年11
～12月（Web開催）
松本歯科大学第 5学年臨床実習期間中における保
存修復学新規教育プログラムの試み：小町谷美帆，
小松佐保，甲田訓子，中村圭吾，亀山敦史
臨床研修の症例数に与える指導歯科医の専門性の
影響：音琴淳一，亀山敦史，宇田川信之
松本歯科大学第 4学年保存修復学実習における

ロールプレイングの導入と学生からの評価：小松佐保，
小町谷美帆，甲田訓子，中村圭吾，横井由紀子，森　
啓，山本昭夫，亀山敦史
第33回日本レーザー歯学会総会・学術大会　2021
年11～12月（Web開催）
理事長講演：レーザー歯学会の現状と未来：吉成
伸夫

Er:YAGレーザーのインプラント周囲炎への応
用：松本歯科大学病院における実態調査：宮國　茜，
佐故竜介，水谷隆一，石岡康明，上原龍一，田井康寛，
吉成伸夫
第56回神奈川歯科大学学会2021年度総会　2021年
12月（横須賀）
歯周病ポケット検査における代表歯・部位の選

定：両角俊哉，野村義明，中川種昭，沼部幸博，菅谷　
勉，佐藤　聡，野口和行，吉成伸夫，吉村篤利，西村
英紀，齋藤　淳，福田光男，小林宏明，菅野直之，
多部田康一，高橋慶壮，梅田　誠，高柴正悟，三邉
正人，小方賴昌
第40回日本歯科医学教育学会総会および学術大会　
2021年11～12月（Web開催）
留学生の日本語コミュニケーション能力改善「や
さしい日本語」Group workアンケートより気づい
たこと：森　啓，喜多村洋幸，伊能利之，大木絵美，
高谷達夫，内田啓一
臨床実習前医療面接演習の評価解析：伊能利之，
大木絵美，高谷達夫，音琴淳一

特 別 講 演

第94回日本細菌学会総会　2021年 3 月（Web開催）
ワークショップWS 5 ：新たな視点から口腔細菌

をみつめる─個々の病原体から菌叢解析まで─ Vir-
ulence factors of Aggregatibacter actinomycetem-
comitans and their etiologic significance in aggres-
sive periodontitis: Yoshida A 
第32回日本老年学会総会・学術大会　2021年 6 月

（Web開催）
特別シンポジウム「人生100年時代に向けての歯科
的ロードマップ」：吉成伸夫
第31回日本産業衛生学会全国協議会　東海産業歯
科部会企画シンポジウム「ポストコロナ時代の産業
歯科保健を考える」　2021年12月
（津）巣ごもり生活と口腔の健康～特に歯周病との
関わりを中心に～：吉成伸夫

教 育 講 演

令和 3年度甲信越北陸口腔保健研究会　第32回学
術大会　2021年11月（Web開催）
新型コロナウイルスの変異株と病原性：吉田明弘
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琴音，久保田香澄，三井美幸，森山敬太，正村正仁，
大須賀直人
長野市歯科医師会第 1回臨床座談会　2021年11月

（長野）
最近の歯周組織再生療法─リグロス®を応用した

再生療法を中心に─：吉成伸夫
徳島大学令和 3年度キャリアアップ講演会　2021
年11月（徳島）
超高齢社会の中での歯周病予防・治療：吉成伸夫
第15回日本歯周病学会中部地区大学日本臨床歯周
病学会中部支部合同研究会　2021年11月（岐阜）
インプラント周囲炎により抜去された30年間長期
埋植インプラントの界面所見：小山尚人，加藤慎也，
植田章夫，川原一郎，宮國　茜，尾﨑友輝，出分
菜々衣，吉成伸夫
第92回松本歯科大学学会　2021年11月（長野）
2020年度松本歯科大学臨床実習における習得実習

項目に関する分析：増田宜子，霜野良介，内川竜太朗，
中村圭吾，中村　卓，齋藤安奈，谷山貴一，長内　
秀，森山敬太，川原良美，村上康彦，高谷達夫，三好
弥恵，岩﨑拓也，森川雅己

CBCT撮影を行った目的とその結果における考
察：三好弥恵，岩﨑拓也，水谷莉紗，森川雅己，増田
宜子
インプラント周囲炎により抜去された30年間長期
埋植インプラントの界面所見：小山尚人，川原一郎，
植田章夫，宮國　茜，加藤慎也，尾﨑友輝，出分
菜々衣，吉成伸夫
第 5学年臨床実習における保存修復学新規教育プ

ログラム導入の試み～ダイレクトベニア実習～：小町谷
美帆，小松佐保，甲田訓子，中村圭吾，小林　彩，
小池隆文，吳　佳瑩，亀山敦史
第 5学年臨床実習における保存修復学新規教育プ

ログラム導入の試み～臨床実地問題作成演習～：中村
圭吾，甲田訓子，小松佐保，小町谷美帆，小池隆文，
吳　佳瑩，小林　彩，亀山敦史
第 5学年臨床実習における保存修復学新規教育プ
ログラム導入の試み～ホワイトニング疑似体験実習
～：甲田訓子，小町谷美帆，小松佐保，中村圭吾，
小池隆文，小林　彩，吳　佳瑩，亀山敦史
第 4学年保存修復学実習におけるロールプレイン
グの導入と学生からの評価：小松佐保，小町谷美帆，
甲田訓子，中村圭吾，小林　彩，小池隆文，吳　佳瑩，
横井由紀子，森　啓，安西正明，山本昭夫，亀山敦史
第40回日本歯科医学教育学会学術大会　2021年11
～12月（Web開催）
松本歯科大学第 5学年臨床実習期間中における保
存修復学新規教育プログラムの試み：小町谷美帆，
小松佐保，甲田訓子，中村圭吾，亀山敦史
臨床研修の症例数に与える指導歯科医の専門性の
影響：音琴淳一，亀山敦史，宇田川信之
松本歯科大学第 4学年保存修復学実習における

ロールプレイングの導入と学生からの評価：小松佐保，
小町谷美帆，甲田訓子，中村圭吾，横井由紀子，森　
啓，山本昭夫，亀山敦史
第33回日本レーザー歯学会総会・学術大会　2021
年11～12月（Web開催）
理事長講演：レーザー歯学会の現状と未来：吉成
伸夫

Er:YAGレーザーのインプラント周囲炎への応
用：松本歯科大学病院における実態調査：宮國　茜，
佐故竜介，水谷隆一，石岡康明，上原龍一，田井康寛，
吉成伸夫
第56回神奈川歯科大学学会2021年度総会　2021年
12月（横須賀）
歯周病ポケット検査における代表歯・部位の選

定：両角俊哉，野村義明，中川種昭，沼部幸博，菅谷　
勉，佐藤　聡，野口和行，吉成伸夫，吉村篤利，西村
英紀，齋藤　淳，福田光男，小林宏明，菅野直之，
多部田康一，高橋慶壮，梅田　誠，高柴正悟，三邉
正人，小方賴昌
第40回日本歯科医学教育学会総会および学術大会　
2021年11～12月（Web開催）
留学生の日本語コミュニケーション能力改善「や
さしい日本語」Group workアンケートより気づい
たこと：森　啓，喜多村洋幸，伊能利之，大木絵美，
高谷達夫，内田啓一
臨床実習前医療面接演習の評価解析：伊能利之，
大木絵美，高谷達夫，音琴淳一

特 別 講 演

第94回日本細菌学会総会　2021年 3 月（Web開催）
ワークショップWS 5 ：新たな視点から口腔細菌
をみつめる─個々の病原体から菌叢解析まで─ Vir-
ulence factors of Aggregatibacter actinomycetem-
comitans and their etiologic significance in aggres-
sive periodontitis: Yoshida A 
第32回日本老年学会総会・学術大会　2021年 6 月

（Web開催）
特別シンポジウム「人生100年時代に向けての歯科
的ロードマップ」：吉成伸夫
第31回日本産業衛生学会全国協議会　東海産業歯
科部会企画シンポジウム「ポストコロナ時代の産業
歯科保健を考える」　2021年12月
（津）巣ごもり生活と口腔の健康～特に歯周病との
関わりを中心に～：吉成伸夫

教 育 講 演

令和 3年度甲信越北陸口腔保健研究会　第32回学
術大会　2021年11月（Web開催）
新型コロナウイルスの変異株と病原性：吉田明弘
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講 演 会

東京歯科大学理工懇談会第658回例会　2021年 3 月
（Web配信）
『見えない』接着を『魅せる』接着にするために：
亀山敦史
東京歯科大学クラウンブリッジ補綴学講座　学術
講演会　2021年 3 月（Web配信）
光照射器を科学する：亀山敦史
令和 3年度春期第77回日本歯科理工学会　学術講
演会　2021年 4 月（東京）
『見えない』接着から『魅せる』接着への転換．学
会主導型シンポジウムおよび Dental Materials Ad-
visor/Senior Advisor　特別セミナー「さらなる歯質
接着の可能性を探る！」：亀山敦史
第12回日本口臭学会学術大会ランチョンセミナー　
2021年 6 月（Web開催）
さわやかな息で明るい毎日を過ごすために─松本

歯科大学病院息フレッシュ外来での取り組み─：亀山
敦史
特定非営利活動法人日本歯科保存学会2021年度春
季学術大会（第154回）　2021年 6 月（Web開催）

CAD/CAM修復歯への機械的歯面清掃をどうする
か：亀山敦史（教育講演23）
第12回歯科プレスオンラインセミナー（Web配信）
コロナ禍のマスク生活で気になる　口臭の仕組み
と対策：亀山敦史

日本学術振興会科学研究費補助金による研究

吉成伸夫：慢性炎症が基盤病態の歯周病，糖尿病，
動脈硬化症に対する抗老化細胞療法の創出（基盤研
究 C）

健康増進口腔科学講座
� 口腔健康政策学

12●了

著 書

山賀孝之（分担執筆： 7　人口問題）（2021）スタ
ンダード衛生・公衆衛生，第17版．学建書院，東京

論 文 発 表

Iwasaki M, Kimura Y, Yamaga T, Yamamoto N, 
Ishikawa M, Wada T, Sakamoto R, Ishimoto Y, 
Fuji sawa M, Okumiya K, Otsuka K, Matsubayashi 
K and Ogawa H (2021) A population–based cross–
sectional study of the association between peri-
odontitis and arterial stiffness among the older 
Japanese population. J Periodontal Res 56：423–
31

学 会 発 表

第38回日本障害者歯科学会学術大会　2021年 9 月 
（Web開催）
某県における笑気，静脈内鎮静法または全身麻酔
下での歯科治療の実態調査：中川直子，山賀孝之，
冨士岳志，望月慎恭，朝比奈伯明，朝比奈滉直，田村
瞬至，村上康彦，山上裕介，大崎麻末，岩崎仁史，
蓜島弘之
第24回日本歯科医学会学術大会　2021年 9 月 

（Web開催）
無床歯科診療所における歯根端切除術の臨床的検
討　単一施設調査：八上公利，定岡直，山賀孝之

日本学術振興会科学研究費補助金による研究

山賀孝之（代表）：歯周病進行予知のための口腔内
VSC濃度測定による基準値の確立（基盤研究 C）
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